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２０２５年度を振り返って 「地域と共につくる福祉への挑戦」 

                              理事長 清水 謙一 

 中期経営計画３年目となる本年度は、「地域と共に歩む福祉」を軸に、各事業において
新たな挑戦と基盤整備を進めてまいりました。 
 
 少子高齢化や人口減少、地域コミュニティの希薄化、人材不足、物価高騰など、社会を
取り巻く環境は大きく変化しています。町田市においても、高齢化や単身世帯の増加、地
域のつながりの弱まり、福祉人材不足など、地域で暮らし続けることへの不安や課題が
年々大きくなっています。 
 また、日本の障がい福祉は、施設から地域へという流れの中で、重度化・高齢化への対
応、親亡き後の暮らし、権利擁護、医療的ケア、地域生活支援、人材確保と育成など、多
くの課題に直面しています。制度やサービスだけでは支えきれない“孤立”や“生きづらさ”
が地域の中に広がっていることを、日々の実践の中で感じています。 
 そのような時代だからこそ、私たちは「支援を提供する福祉」から、「地域の中で共に
生き、地域と共につくる福祉」への転換が必要だと考えています。 
 グループホームの拡充、作業活動を“体験”へと発展させ地域を巻き込む事業展開、ひか
り療育園の建替え計画、人事制度改定など、法人全体として次の時代を見据えた取り組み
を進めてきました。 
 また、ひかり療育園の建替えについては、建築設計や助成金申請を進め、本格的な建替
え準備に着手しました。「みらいの福祉プロジェクト」については二次選考通過には至り
ませんでしたが、その結果を真摯に受け止め、新たな視点から建築計画の見直しを進めて
います。 
 
 社会情勢や制度環境が大きく変化する中においても、地域と共に歩む福祉の実現に向
け、各事業で挑戦と実践を積み重ねてまいりました。本年度は、大きな変化や次の展開へ
向けた準備を進める中で、２０２６年度へつながる土台づくりの一年となりました。 
  



社会福祉法人まちだ育成会 
 

 

ひとり一人の命と人権を守り、個性を尊重し、かけがえのない人生を大切

にします。 

共に支えあい、共に歩み、心豊かでいきいきとした暮らしを目指します。 

地域の人と、心を通わせ、絆を深め、福祉の輪を広げていきます。 

 

 

共に支えあい、歩み、輝く 
    

  

◆ ご利用者の笑顔と心豊かな暮らしの実現を目指します。 

◆ 個性溢れる施設の特色を生かして地域と連携します。 

◆ 職員ひとり一人に目標を持った人材育成を行います。 

◆ コンプライアンス（法令の遵守）を徹底し、健全で安定した運営を

行います。 

 

 

１．私たちは、ご利用者の人権を守ります。 

２．私たちは、ご利用者の主体性、個性を尊重し、自ら適切な選択や決定

ができる支援を行います。 

３．私たちは、ご利用者の社会参加の機会を提供します。 

４．私たちは、より高度な倫理観を持ち、専門性の向上を目指し、自己研

鑽に励みます。 

５．私たちは、常にチームワークを大切にし、いきいきとした職場作りに

努めます。 

まちだ育成会 基本方針 

まちだ育成会 職員憲章 

まちだ育成会 スローガン 

まちだ育成会 基本理念 
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2025年度 法人本部経営報告 

法人本部長 清水 謙一 

はじめに 

中期経営計画３年目となる本年度は、「地域と共に歩む福祉」を軸に、各事業において新たな挑戦

と基盤整備を進めてまいりました。 

 グループホームの拡充、作業活動を“体験”へと発展させ地域を巻き込む事業展開、ひかり療

育園の建替え計画、人事制度改定など、法人全体として次の時代を見据えた取り組みを進めてき

ました。 

 法人本部では、役員改選に向けた準備をはじめ、人事制度の見直し、人事・給与・勤怠管理の

ICT化に向けた整備を進め、持続可能な法人運営に向けた基盤づくりに取り組みました。 

 大賀藕絲館では、新たに小山田蓮田緑地公園の蓮田管理を担うこととなり、地域との新たな接

点が生まれました。また、体験企画「東京紅花娘」が大きく飛躍し、地域交流と文化発信の広が

りにつながりました。 

 美術工芸館では、大規模修繕への対応を進めるとともに、３Dプリンターを導入し、ものづくり

の可能性を広げる次世代型の取り組みを開始しました。 

 こころみでは、カブトムシ育成ワークショップの準備と開始を通じて、地域参加型プログラム

への挑戦を進めました。かがやきでは、「ダリア園40周年」への取り組みを継続し、一人ひとり

の挑戦を積み重ねてきました。 

 相談支援事業では、忠生地域障がい者支援センターが開設１０年目を迎え、これまでの実践を

踏まえながら、次の５年間に向けたプロポーザルへ取り組みました。 

 にじでは、地域連携推進会議の準備を進めるとともに、ブルー館の安定的な移行に取り組み、

地域とのつながりを意識した運営体制づくりを進めてきました。 

 また、ひかり療育園の建替えについては、建築設計や助成金申請を進め、本格的な建替え準備

に着手しました。「みらいの福祉プロジェクト」については二次選考通過には至りませんでしたが、

その結果を受け止め、新たな視点から建築計画の見直しを進めています。 

 社会情勢や制度環境が大きく変化する中においても、地域と共に歩む福祉の実現に向け、各事

業で挑戦と実践を積み重ねてまいりました。本年度は、大きな変化や次の展開へ向けた準備を進

める中で、2026年度へつながる土台づくりの一年となりました。 

 

１法人経営状況報告 

◇1-1利用者数、出勤率（入退所の情報） 

拠点区分 2025.4.1現在 期間中入所 期間中退所 2026.3.31現在 
出勤率  

利用率 

大 賀 藕 絲 館 67 2 1 68 85.1％ 

美 術 工 芸 館 71 2 1 72 81.8％ 

こ こ ろ み 20 1 0 21 91.5％ 

か が や き 80 0 2 78 87.0％ 

居 住 支 援 （ に じ ） 20 0 1 19 98.0％ 

ひ か り 療 育 園 46 3 4 45 80.1％ 

合 計 304 8 9 303  
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➣居住支援事業の述べ利用泊数（※在宅支援含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昨年：にじレッド館99.8％、オレンジ館99.0％ クレヨンレッド館76.4％ オレンジ館73.8％） 

 

➣相談支援事業の窓口申請･問合せ件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

来所での申請問合せ 170 153 128 181 268 129 

電話での申請問合せ 88 137 72 70 89 71 

合 計 258 290 200 251 357 200 

 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均 

来所での申請問合せ 158 144 150 100 151 214 1946 162 

電話での申請問合せ 74 77 91 83 73 73 998 83 

合 計 232 221 241 183 224 287 2944 245 

（昨年：月平均合計245件） 

 

◇1-2職員数、離職率 

① 期間中の職員入退職状況 

拠点区分 2025.4.1現在 期間中入職 期間中退職 2026.3.31現在 離職率 

法 人 本 部 8 0 1 7 12.5％ 

大 賀 藕 絲 館 40 4 2 42 5.0％ 

美 術 工 芸 館 33 1 3 31 9.1％ 

こ こ ろ み 8 1 0 9 0％ 

か が や き 47 5 9 43 19.1％ 

居 住 支 援 18 4 6 16 33.3％ 

相 談 支 援 8 0（1） 1 8 12.5％ 

ひ か り 療 育 園 18 1 2（1） 16 11.1％ 

合 計 180 16 24 172 13.3％ 

（4/1入職含む）        （3/31退職者含む）   （ ）は10月異動者 

（離職率：2024年度末現在 14.0%） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

に じ レ ッ ド ( 共 同 生 活 援 助 ) 210 213 210 217 217 208 

にじオレンジ(共同生活援助) 269 272 267 278 277 260 

にじブルー（共同生活援助） 120 120 120 122 124 117 

クレヨンレッド館(短期入所) 50 50 50 47 49 46 

クレヨンオレンジ館（短期入所） 48 44 50 43 45 43 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 稼働平均 平均利用率 

に じ レ ッ ド ( 共 同 生 活 援 助 ) 217 210 216 215 196 199 211 98.9％ 

にじオレンジ(共同生活援助) 277 266 258 240 224 248 261 95.5％ 

にじブルー（共同生活援助） 123 120 122 122 111 124 120 99.0％ 

クレヨンレッド館(短期入所) 47 48 48 47 42 40 47 77.3％ 

クレヨンオレンジ館（短期入所） 49 46 44 36 42 47 45 73.6％ 
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② 契約区分別期間中入退職内訳 

契約区分 2025.4.1現在 期間中入職 期間中退職 2026.3.31現在 離職率 

正 規 職 員 71 3 5 69 7.0％ 

嘱 託 職 員 17 2 2 17 11.8％ 

契 約 職 員 30 2 4 28 13.3％ 

専 従 職 員 62 9 13 58 21.0％ 

合 計 180 16 24 172 13.3％ 

           

③ 時間外労働の整理と適正化 

 2025年度 2024年度 増  減 

残 業 手 当 総 額 23,073,186円 22,113,033円 960,153円 4.3％増 

残 業 時 間 15,670ｈ 15,467ｈ 203ｈ 1.3％増 

   

◇1-3就労会計（通所のみ） 

拠点区分 収  入 支  出 収  益 

大 賀 藕 絲 館 22,346,027 23,785,436 ▲1,439,409 

「 心 和 」 2,517,290 759,058 1,758,232 

美 術 工 芸 館 10,244,655 9,683,347 561,308 

こ こ ろ み 4,408,044 5,506,637 ▲1,098,593 

か が や き 19,496,494 20,155,245 ▲658,751 

合 計 59,012,510 59,889,723 ▲877,213 

 

◇1-4工賃実績 

拠点区分 工賃合計 賞与合計 合計 平均工賃（就B） 

大 賀 藕 絲 館 10,012,450 2,220,000 12,232,450 18,022 

美 術 工 芸 館 5,578,200 899,500 6,477,700 9,392 

こ こ ろ み 2,321,500 59,500 2,381,000 10,408 

か が や き 12,543,750 767,500 13,311,250 15,945 

合 計 30,455,900 3,946,500 34,402,400  

 

◇1-５給付収入、委託収入（実績ベース） 

拠点区分 生活介護 
就労継続支援

B型 
居宅事業 短期入所 

特定相談 

支援事業 
委託事業 合 計 

大 賀 藕 絲 館 74,099,707 63,866,566     137,966,273 

昨 年 度 74,182,915 57,730,659     131,913,574 

美 術 工 芸 館 84,986,790 45,021,189     130,007,979 

昨 年 度 80,916,217 43,264,354     124,180,571 

こ こ ろ み  41,440,354     41,440,354 

昨 年 度  40,056,004     40,056,004 

か が や き 93,400,719 94,796,542     188,197,261 

昨 年 度 93,467,640 95,128,612     188,596,252 

居 住 支 援   63,301,849 10,108,635   73,410,484 

昨 年 度   50,348,403 9,437,825   59,786,228 

相 談 支 援     3,981,710 34,356,925 38,338,635 

昨 年 度     2,669,738 33,945,325 36,615,063 

ひ か り 療 育 園 68,628,882     57,983,150 126,612,032 

昨 年 度 65,453,076     63,496,391 128,949,467 

合 計 321,116,098 245,124,651 63,301,849 10,108,635 3,981,710 92,340,075 735,973,018 

昨 年 度 合 計 314,019,848 236,179,629 50,348,403 9,437,825 2,669,738 97,441,716 710,097,159 
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◇1-６修繕実績（実績ベース） 

拠 点 区 分 修 繕 件 名 金  額 

大 賀 藕 絲 館 単水栓取り換え修理 38,500円 

 照明スイッチ修理 74,800円 

 厨房機器高さ変更工事 522,500円 

 工房冷蔵庫修理 47,740円 

美 術 工 芸 館 厨房水栓交換 15,400円 

 厨房ガス修理 86,691円 

こ こ ろ み 排水桝調整 51,700円 

 屋外給湯器交換  

か が や き 建具等修繕 31,790円 

 かがやき棟雨水配管修繕 58,300円 

 ダリア園内埋設配管漏水修繕 70,400円 

 電気温水器止水修理 38,060円 

 農具修理（5件） 131,120円 

 スチームコンベクション修理 93,280円 

 1階通路補修工事 137,940円 

 土混ぜ機部品交換 67,540円 

に じ 食洗器修理 25,960円 

 シャッター修理 20,640円 

 洗濯機水栓交換 34,100円 

 食洗器交換 174,900円 

ひ か り 療 育 園 仮設風呂設置工事 925,100円 

 ボイラー室水漏れ修理 49,500円 

 循環ポンプ水漏れ修理 53,680円 
 

 

◇1-７助成金  

  障害者雇用調整金特例給付金             1,676,000円 

東京都障害福祉サービス等職員居住支援特別手当事業   22,839,000円 

  障害福祉人材確保・職場環境改善等事業          3,296,669円 

  東京都物価高騰給付金                  1,672,323円 

  東京馬主協会 藕絲館 ハスの実工房冷凍冷蔵庫       460,000円 

  かみつぐ助成金 かがやき ハンマーナイフ         430,455円 

   

◇1-８固定資産になる物品等 

    法人全体 PC入れ替え    4,811,620円 

     藕絲館  冷凍冷蔵庫     550,000円 

          工房用冷凍冷蔵庫  607,200円 

          トラクター    2,442,000円 

     かがやき 冷凍ショーケース  113,080円 

          ハンマーナイフ   430,455円 

     

２重点項目に関する報告 

今年度における重点項目 

(１)法人組織の機能強化 

法人職員数も170名を超え、新たな法人組織編成に向けて、法人組織の基盤で重要な人材をしっ

かり固めていく必要があります。その為4月から目標管理制度をスタートし、キャリアデザインを
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意識した目標設定を行い、１つ１つステップアップが実感できる制度を開始しました。 

① 人材確保、育成、定着の強化 

【人材確保】 

魅力発信委員会を中心に、動画、SNSを活用した人材確保やYouTube等から情報発信を行い

ました。2022年度に始めたインスタグラムも着実にフォロワーが増え、1,700人を超えまし

た。中途採用ではハローワークの他、「マイナビ転職」への求人掲載をし、人材確保ができてい

ます。労働者の減少などが危惧されていますが、今後も引き続き人材確保ができるよう、さら

なる「ブランド化」等の魅力発信に努めます。 

【人材育成】 

初任者研修制度は仕組み化していますが、役職者、指導職層の育成強化が必要です。「管理者

OJT」の定期開催を行い、管理者が管理者に自分の得意な分野、学んだ分野の講師となり、ア

ウトプットする機会を定期的に設け、管理者のスキルアップにつなげました。 

3ヶ月に1回の内部研修の実施、外部講師研修も年1回実施を予定しています。その中で7月に

は外部講師をお招きし、虐待防止研修を実施や、「食事介助の基本の基」と題し、摂食のメカニ

ズムや介助方法を学びました。 

動画研修を継続し、「このテーマを今聞きたい」という個人のタイミングで講義を聞くことを

可能にする研修制度を活用しました。これからも子育て世代、短時間契約者、グループホーム

職員など時間の有効活用を図り充実させていきます。 

【人材定着】 

施設間実習を行います。施設間との交流や支援感、作業、余暇や他事業（グループホームや相

談）などの体験を行います。 

法人委員会の委員長を係長、主任に移譲し、新たな活力、視点を取り入れられる仕組みにしま

した。法人経営やチームマネジメントを実践する場としても位置付けます。 

さらに、産休・育休取得者・予定者が3月現在で2名います。これからもワークライフマネジメ

ントの推進を図り、職員定着を意識した職場環境づくりに取り組みます。 

② 第三期 中期経営計画の実行 

2023年度～2027年度の5ヵ年の中期経営計画の3年目となります。 

社会情勢、福祉制度の未来の想定を行いながら「まちだ育成会」の道しるべとして、運営会議、

経営会議、理事会などに報告を行いました。ご意見をいただきながら取り組みました。 

③ 業務見直し、経費削減の強化 

物価高騰、水道光熱などのエネルギーの高騰また郵便料金の引き上げなどを受け、さらなる業

務、経費のムリ・ムダ・ムラを整理し、業務の見直し、経費削減を強化しました。 

能力を上回る、労力が不足しているムリ（無理）な状況、必要のないものに時間・労働力・経

費をかけているムダ（無駄）な状況、ムリとムダが混在しているムラ（ばらつき）がある状況

をムリ・ムダ・ムラの3つの合言葉で見直しを行っています。 

 

(２)外部因子への対応 

① 報酬改定（加算）への取り組み 

報酬改定への対策、加算の取得、処遇改善の分配方法など施設の財務設計を見直しました。 

制度理解を管理者、職員とも共有して、計画的、取りこぼしのないような取り組みを行いまし

た。また研修の受講があれば取れる加算などもあります。情報収集の継続や、計画的な研修の

受講を進め、安定した施設運営に繋げました。 
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② 忠生地域障がい者支援センターの在り方検討 

障がい者支援センターの更新手続きの年度となりました。障がい福祉課とも在り方について意

見交換を交わし、法人内で検討を行ないプロポーザルに参加しました。2026年も受託する結

果となりました。 

③ 給与表と人事制度の見直し 

2014年度から適用している給与表も11年を迎え、まちだ育成会の10年後の未来を考えてい

く上で時代に合った人事制度、給与表を社労士等との協議を重ね、見直しを進めました。人材

育成をさらに意識し、正しく努力した職員が報われる制度、柔軟な働き方、魅力的なキャリア

アップを検討していき新たな人事制度と給与表を構築します。昨年度9月から各施設の管理者、

施設代表職員を集めて、「人事制度改定プロジェクト」が始動し、キャリアコース設計から進め

ました。現在は具体的な給与や手当額、昇給条件など細かい部分の検討に入りました。 

2027年4月の運用開始を目指しています。 

④ グループホームの新設の検討、準備 

法人在籍の利用者が300名超となりました。利用者の高齢化や家族の年齢等を考えるとグルー

プホームの必要性が高くなっています。各保護者会からも多くのご意見をいただいています。

ニーズに応えていき、安心して暮らせる環境をつくる為検討、準備を進めています。 

さらに町田市社会福祉協議会が運営しているグループホーム「カブス」について、その事業を

引き継ぎ、「にじブルー館」として運営を開始しました。大きな混乱もなく安定運営が行えまし

た。 

     ⑤ 美術工芸館の改修工事に向けて 

2024年度秋から町田市が実施する改修工事が行われており、事業の継続、利用者、保護者の

安心、安全を確保し改修工事が実施されるように取り組みを行いました。2025年9月に改修

工事は終了しました。 

⑥ 町田市指導監査課による実地指導の対応 

  2025年度は法人内多くの事業所が実地指導の対象年度となりました。 

   

 

 

 

 
（詳細は各事業所ページを参照） 

 

(3)事業推進 

① 町田ダリア園40周年記念事業 

節目の年でもある町田ダリア園は、感謝をテーマに地域やお客様そして利用者、保護者にしっ

かりと還元できるように法人をあげてイベント等を進めました。 

今後のダリア園の運営の礎となる取組みも行っていきます。時代は変わり、ニーズも変わって

いきます。ダリア園の運営の在り方も変化していきます。 

② ひかり療育園の建て替え準備 

ひかり療育園の建て替え構想を本格的に進めました。地域に親しまれる建築デザイン、構造に

するためワークショップの開催を行いながら、同時に仮設への移転準備も進めてきました。建

築士とも協議を密に行い、6月には「日本財団 みらいの福祉建築プロジェクト」に申請を行

いました。残念ながら二次審査で不採択となり、今後について再検討を進めました。 

 

2025 年 6 月 24 日（火） にじ・クレヨンレッド館  

2025 年 10 月 30 日（木） 法人・ひかり療育園    

2025 年 12 月 2 日（火） かがやき 

2025 年 12 月 9 日（火） クレヨンオレンジ館 
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③ 忠生地域障がい者支援センター、とびらにおける地域生活拠点等の機能を取り組む 

とびらとして地域生活支援拠点の面的整備の一翼を担っています。地域の体制づくりとして、

忠生エリア凸凹ネットワーク、地域ケア推進会議、法人連相談支援事業所連絡会、町田市相談

支援事業所連絡会など、地域の相談支援事業所や高齢分野の事業所等と連携を図りました。 

④ ひかり療育園の安定的な運営とさらなる充実の検討 

ひかり療育園では、医療的なケアの方を受け入れています。今後医療的ケアの方の通える施設

として職員の研修受講を計画的に実施し、受け入れができる体制を整備しています。 

⑤ 組織再編の一部開始と検討 

2027年を目指し組織再編の準備を開始します。人事改定の検討の中で次なる法人の形を模索

検討していきます。 

 

(4)財務規律の確立 

① 経費の削減 

報酬改定で厳しくなった事業もあり、業務委託費の削減に取り組みました。清掃、点検等の契

約を法人全体で取り組む事でスケールメリットを活かした経費の削減へ繋げています。 

② 通帳管理･報酬等請求業務の一元化 

通帳等の資金管理、国保連等各種報酬の請求事務など法人本部での「一元化」に引き続き取り

組みました。施設事務負担の軽減に加え、施設運営の理解を兼ねた総合力強化への取組みです。 

また請求業務においては、研修受講の促しなど、情報収集を行いながら、加算獲得に努めまし

た。 

③ ネットバンク、キャッシュレスへの取組み 

全社的なネットバンクの導入により現金支払いの機会の更なる削減に努めました。「paypay」

の導入は定着してきたところですが、クレジットカード払いなどの対応のため決済端末を導入

するなど、キャッシュレス化を進めました。 

④適切な人員配置 

事業所ごとの人件費率や職員数の見直しを引き続き行いました。人だけでない工夫や取組みも

他事業所や他法人の取り組みも取り入れながら検討をしています。代行サポート職員体制も4

年が経過しました。急な職員の欠員、不足事態に対応する職員がいる事で困った時に法人全体

でサポートしていく文化、風土が少しずつ構築されてきました。 

 

(5)地域との連携継続･強化 

① 地域団体等との連携 

町田市、町田市社会福祉法人施設等連絡会、町田市社会福祉協議会、特定相談支援事業所、特

別支援学校等と引き続き連携、協力関係を保ちました。 

② 障がい者支援センターを中心とした連携の強化 

忠生地域障がい者支援センターの更新年度であり、プロポーザルに参加しました。次年度から

は「基幹相談支援センターに関する業務」も担います。基幹相談事業は公益事業にあたる業務

になるが、町田市の判断を監査課、障がい福祉課に確認している。また忠生地区協議会及び高

齢者支援センターとの関係性がますます深まり、高齢化対策も踏まえた連携の強化を図りまし

た。また、自治会（町内会）、警察署、医療機関、教育機関、消防関係など、地域住民とのネッ

トワーク形成にも積極的に取り組みました。 

     ③ 高次脳機能障がい者相談事業を中心とした医療ネットワークの連携と構築 

      昨年度より高次脳機能障がい者相談事業の実務を「とびら」で行っています。医療と繋がりが
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大事であるため、ひかり療育園が持っている医療ネットワークを引継ぎ、さらに連携強化を図

り充実した医療、福祉の繋がりを充実させました。南多摩圏域での他市の連携も充実させてい

ます。 

     ④ 大賀藕絲館の送迎車を利用した地域貢献活動 

高齢者への買い物支援の一翼を担っていきます。週１回地域の方で買い物にお困りの方への支

援を行いました。後援会からも地域貢献への支援として寄付をいただきました。 

⑤ まちだ育成会後援会との協力関係強化 

引き続き積極的に運営に関わり、会員確保、施設行事の活性化を推進しました。 

⑥ 法人保護者会の開催 

7月４日に保護者会を開催しました。20名の保護者の皆様にご参加いただき、ひかり療育園建

て替えの報告や、高齢化やライフステージを意識した準備を考えられる機会の提供をしました。

質疑応答やグループディスカッションを通じ、よりご家族のニーズに寄り添う経営に取り組み

ました。 

⑦ 町田市手をつなぐ親の会の再構築を図る。 

昨年度より手をつなぐ親の会の名前を引継ぎ、今までの親の会の意思を次世代に繋げられるよ

うに新たな形として「手をつなぐ親の会『つむぐ」」が発足しました。10月には講師として前

田知子さん氏をお招きし、「レッツエンジョイ‼自立生活♪」と題したお話し会を開催しまし

た。また2月には日帰りレクとして、「FUJIフルーツパーク」へいちご狩りに行きました。当日

31名の方に参加があり、法人側も職員3名が同行し、楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 (7)会議と委員会整理と可視化 

① 理事会、評議員会、苦情解決第三者委員会の開催 

会議名 開催日 おもな審議事項 

理事会 6月11日 第2次補正予算、2024年度事業報告書、2024年度

決算報告書、新評議員候補者の選出について、新理

事・新監事候補者の選出について、次期評議員選任・

解任委員の選任について、評議員選任・解任委員会

の招集について、定時評議員会の開催について、特

定個人情報保護規程（ご利用者）の制定について、に

じ運営規程の改正について、障がい者グループホー

ム地域連携推進会議規程の制定について、苦情解決

第三者委員の選任について 

評議員会 6月28日 2024年度計算書類及び財産目録の承認について 

新理事の選任について 

理事会 ６月28日 （決議省略）理事長の選任について 

理事会 9月25日 にじ運営規程、クレヨンレッド館運営規程、並びに

クレヨンオレンジ館運営規程の改正について 

理事会 12月5日 2025年度上半期事業報告、2025年度上半期決算

報告、経理規程の改正について、定款細則（別表1の

1・1の2）の改正について、かがやき運営規程の改

正について、こころみ運営規程の改正について、

2025年度第2回評議員会の開催について、 

評議員会 1月16日 決議事項なし（報告事項のみ） 

理事会 2月19日 管理職人事について、大賀藕絲館 小山田蓮田緑地

ハス栽培管理業務委託契約について、大賀藕絲館 

トラクター購入について 

理事会 3月27日 第一次補正予算、2025年度事業計画、経理規程の改

正について、2026年度当初予算、2026年度契約締
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結について、有期嘱託・契約職員就業規則、有期専従

職員就業規則の改正について、美術工芸館・かがや

き運営規程の改正について、苦情解決第三者委員の

選任について、役員賠償責任保険契約について 

経営会議 月2回 法人運営について、人事制度構築、新GHの検討準備、

ひかり建替え、美術工芸館大規模修繕、ダリア園

40thプロジェクト 

運営会議 月1回 衛生委員会との連携、各施設情報共有、職員倫理等

について、「ほのぼの」支援記録システム入力等につ

いて 

 

② 各委員会の機能強化 

 法人委員会名 内容、目的 

災害対策委員会 地震、水災、風災、ウィルス等に備える為に情報共有、

検討を行う。個別避難計画書の作成。 

ＢＣＰを活用した訓練の実施、伝達訓練の実施 

作業充実委員会 作業提供や内容、強みを活かした作業内容の見直し 

販売機会を設けて、販売スキルを身に着ける 

法人送迎委員会 法人全体での最適化した送迎への検討 

ドライバー研修の実施、ペーパードライバーへの対応 

虐待防止・身体拘束適正化委員

会 

虐待防止の取り組み、安全衛生の観点で危機管理を検討

するため、施設見学を実施 

あじさいの会（利用者自治） 利用者からの意見を聞く場、利用者主体な施設運営の検

討。永年勤続表彰を実施。 

支援スキルアップ委員会 サービス管理責任者などを中心に利用者支援の充実を

図る。 

個別支援計画のスキル向上・ケース会議の充実 

研修の計画、立案 

魅力発信委員会 法人広報誌の年４回の発行・後援会特別広報誌を発行 

Instagramの継続 

GH情報交換会 GHやSSのご利用者のケース等、情報共有 

管理者OJT 管理者が講師となり、管理者として知識・質・心構えな

どを学ぶ  

４月「伝わる」伝え方、7月 保険を学ぶ、 

9月 職員との向き合い方 12月 施設長の役割 

3月 採用面接について 
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2025年度 町田市大賀藕絲館事業報告 

                    施設長 清水愛 

 

はじめに 

 ４月から２名のご利用者の入所があり、年度途中から１名が加わりました。 
９月末には６０代のご利用者が高齢者施設へ移動し、移動先で亡くなりました。50歳以上のご利用者

の通所が体力の低下などの理由により、継続的に休んでいる方が増えました。ご家庭での様子を伺

い、連絡を取り合う状況でした。計画相談も含めながら、今後も相談していきます。年を重ねるにつ

れて、体力の低下、こだわりの変容など様々な状況が出てきます。継続して、日中プログラムでは体

力保持に努めながら、健康維持に努めていきます。 

 本年度は、東京紅花娘プロジェクトが本格的に始動しました。２月の紅花種まきから、間引き、花

積み、紅花餅作り、１月に作った紅花餅にて染色する年間のプロジェクトです。参加費年間20,000

円で、４名が登録してくださり、紅花作業には何度も足を運んでくださいました。また、何度も来館

していただくことでご利用者との関係性もでき、施設での作業を楽しんでくださいました。伝統色彩

士協会と協力の上、このような活動がキモノ雑誌のSNSにあげていただくことで、紅花作業に陽の目

を浴びることが出来ました。 

 ハス作業では、施設で作っている茄糸採取は継続した作業が出来ていますが、藕絲採取に関して

は、手を付けられていませんでした。ハス祭り時に、ミャンマーの藕絲工房の方をお呼びして、藕絲

取りのワークショップを行うことが出来ました。藕絲という自然物や糸に興味ある方がご参加いただ

きました。藕絲を知る機会としては、多くの方に参加いただき、良い機会となりました。 

 2月から小山田蓮田緑地の蓮田管理を請け、耕運から蓮根の植え付けまで行いました。この蓮田管理

を行うことで、「蓮と言えば大賀藕絲館」の魅力を更に強め、また農器具の充実やご利用者の工賃向上

につなげることが出来ました。 

 心和のご利用者1名が心和での一般就労を目指したいと希望があり、半年ほどかけて、就労に向けて

実習や面談を重ねました。ご自身の苦手な事も受け入れながらも、取り組む姿勢があり、職員として

働きたいと先々の夢も話す姿がありました。2026年4月から心和の職員として採用しました。 

 本年度は、地域との関係性から思いもよらぬ活動や、施設が持つ強みを更に発展する機会をいただ

きました。この発展は、障がい者施設や法人が地域や社会に必要とされる役割を担っていく過程であ

り、継続していく事で共に支え合い、共に歩む社会へつながる、大きな意味を持つと強く感じまし

た。 

  

１施設経営状況報告 

◇1-1利用者数、出勤率 

（１）利用定員：60名＜現員６8名＞ 

事業名 定員 2025年度目標出勤率 2025年度平均出勤率 昨年度比 

就労継続支援Ｂ型事業『蓮』 40名〈現員42名〉 ７8％ 79.3％ ＋2.7％ 

生活介護事業『紅』 20名〈現員26名〉 93％ 90.9％ -0.6％ 

 入所 ４月…B型２名 ９月…B型１名 

 退所 ９月…生活介護１名 

 出勤できていない方（３か月以上通所していない） B型…2名 

 ◇1-2職員数、有休取得率、離職率 

（１）職員数 ：40名 
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・就労継続支援Ｂ型事業『蓮』  9名 常勤換算   5.6 

・生活介護事業『紅』      21名  常勤換算 13.2 

 （２）有休取得率： 56％ 

（３）離職率： 5％ 

 退職者 9月有期契約職員1名    10月調理員1名 

 

 ◇1-3就労会計 

就労事業 収入目標 2025年度 2024年 

蓮事業収入 3,500,000円 3,640,175円 3,715,981円 

ハスの実工房事業収入 3,600,000円 3,700,781円 3,629,339円 

紅花事業収入 700,000円 725,496円 666,888円 

請負事業収入 300,000円 194,074円 200,276円 

その他の就労事業収入 400,000円 495,233円 705,338円 

売店事業収入(心和) 3,000,000円 2,517,290円 2,499,588円 

合計 105,000,000円 11,273,049円 11,417,410円 

 

◇1－4工賃 

 
就労継続支援Ｂ型事業 

『蓮』 ２０２４年度 

1日工賃額 
4月～12月650円   1月～3月900円 
心和 時給200円    時給400円 

600円 
心和 時給200円 

平均工賃 15,626 円 12,482円 

ボーナス一人当たり金額 
（夏・冬・期末） 

35000円 25000円 

総支給額 12,234,950円 9,648,550円 

 

◇1-5給付収入、委託収入 

（１）給付費（指定管理事業）収入  昨年度比＋4.2％ 

月 蓮（B型） 紅（生介） 合計
4 5,449,373 6,238,210 11,687,583
5 5,419,755 6,242,117 11,661,872
6 5,628,158 6,650,113 12,278,271
7 5,792,852 6,936,901 12,729,753
8 4,818,448 5,703,867 10,522,315
9 5,243,678 5,949,575 11,193,253
10 5,983,199 6,772,801 12,756,000
11 4,818,444 5,703,624 10,522,068
12 5,279,957 5,732,314 11,012,271
1 5,029,328 5,949,575 10,978,903
2 4,602,837 5,636,449 10,239,286
3 5,410,537 6,512,795 11,923,332

合計 63,476,566 74,028,341 137,504,907
 

（2）委託収入 
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 収入 

ハス栽培管理委託収入 1,440,602円 

小山田蓮田緑地ハス栽培管理業務委託収入 10,607,190円 

薬師池公園ハス栽培管理業務委託収入 1,067,000円 

紅花栽培管理委託収入 475,456円 

  

◇1-6修繕実績 

    ・心和エアコン入れ替え 

    ・冷温水発生機配管修理（町田市） 

    ・給食設備 棚新設、調理台洗浄台の高さ調整 

    ・プレハブ冷蔵庫 修繕 

◇1-7助成金 

    ・東京馬主協会 ハスの実工房冷凍冷蔵庫  

 ◇1-8固定資産になる物品等 

    ・ハスの実工房冷凍冷蔵庫 2台 

    ・パソコン8台 

    ・トラクター 

 

２重点項目に関する報告 

 ◇2-1 重点目標 

（1）ご利用者が活躍できる環境作り 

→外作業では、ご利用者の能力を見ながら、のこぎりや熊手などの道具を使う機会を設けまし

た。押さえる人や切る人など、役割分担しながら作業に意欲的に励む姿がありました。 

→ご利用者のニーズや能力に沿った支援を心がけました。ご利用者自身ができる所は見守り、

できない所はどの程度手助けしていくか段階を考えながら、活躍する場を設けました。 

（2）工賃を維持向上していくための製品作り 

   →職員間で蓮の糸（茄糸）を撚る練習会を行い、また、知識ある退職した職員から商品の作り

方を教えていただきました。職員自身で作り、実践することが出来ました。 

→紅花餅の生産量は昨年量を上回ることが出来ず、2.8 ㎏できました。たくさんの方にご協力

いただきましたが、人手をかけるタイミングと花の最盛期がずれてしまったことが要因と思わ

れます。 

    →紅花作業時期には、桜美林大学や帝京大学の生徒さん、東京紅花の皆さん、法人内施設のご

利用者の皆さんなど多くの方に参加いただきました。紅花作業を通して様々な人と人が関わり

交わりを持ち、楽しみや発見を得ることが出来ました。ご利用者がお手本となり、道案内や作

業方法を伝えることが出来たことも自信となったと感じました。 

（3）職員のチームワークの構築と人材育成 

→今まで行ってこなかった事（運転や納品など）にチャレンジする職員の姿がありました。 

→暑気払いに流しそうめんを行いました。職員間で様々なアイディアを出しながら、新たなイ

ベントに取り組みました。 

    →年に２階の職員面談を行いました。目標の達成や働き方を振り返り、また職員自身の成長に

つながるよう話をしました。 

（4）蓮田や紅花の文化事業継続、継承 

→みどり活用ネットワーク、まちだベジハブに所属しました。地域の方や農家、他業種の方と

今後の町田市における公園や自然の活用方法、自然と関わる活動を広めました。またイベン
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ト出店に協力しました。 

→紅花作業、ハス作業において、今までのマニュアルの活用をしつつ、やり方の工夫など試し

ながら行いました。 

→東京紅花娘が広報の一役を担い、紅花作業や蓮の問い合わせが増えた。 

（5）心和での取り組み 

   →商品の紹介や当日納品野菜の状況をＳＮＳ発信することが出来ました。 

   →iPad を活用して、海外のお客様とのやり取りや道案内を詳細に出来るようになりました。 

    →町田市名産品の認定の更新がありました。新たな認定品の販売や各業者への営業を行い、品

数が増えました。 

   →心和周辺の清掃活動を行いました。 

３その他の報告 

 ◇3-1 就労（作業） 

（１）ハス作業 

→蓮田の管理については、蓮が生えていなかった田んぼの再生 3 年目部分の蓮が成長し、定着し

始めました。水の量が足りず、蓮田に水を常に張ることが出来ず、雑草との戦いでした。 

→９月の２週間ほど、ハスの繊維取作業を行いました。   

（２）紅花作業 

→紅花の開花が例年より遅く、切り花販売時には蕾の割合が多い花束になりました。 

（３）縫物、手工芸作業 

→季節感を持ち、丁寧で可愛いらしい製品作りを行いました。 

→茄糸より作業を決まったご利用者だけでなく、新なご利用者へ展開する日を設けました。 

→不要な洋服などをご利用者から集め、その布を割いて、布草履作りを始めました。 

（４）畑作業 

→畑作業や庭の手入れなど、外作業班を毎日作り、ご利用者と共に行いました。 

→通称ビンカン畑が忠生スポーツ公園第二次整備基本計画の範囲対象となり、２０２６年７月ま

でに移転をします。移転先としては、バイオエネルギーセンターの裏にある畑を借用してい

きます。移転に向けて、ビンカン畑の植物の移殖を計画的に検討しながら行いました。 

（5）内職作業 

→作業量としては昨年に比べるとだいぶ減りましたが、お菓子の箱詰め、袋入れなど施設の作業

の空いた時に行いました。 

 

 ◇3-2余暇活動（行事） 

活動名 内容報告 

外出活動 

（休日活動等） 

５月 休日活動ミュージカル鑑賞     

6月 紅花まつり 紅花摘み取り体験 

7月 蓮まつり  

9月 ダリア園ファッションショー 

１０月 一泊旅行 行先→中華街・アニマルワンダーリゾート 千葉勝浦泊 

１１月 町田市スポーツ大会 

２月 尾根緑道散歩 

３月 さくら祭り 

生活活動 ５月 フライングディスク大会     9月 フラダンス教室 

１１月 小山田緑地ハイキング 

２月 グループ外出  

京急ミュージアム、ロマンスカーミュージアム、ボーリング、スケート 

月1回 音楽療法 ひかり療育園とぐうし館に分かれて参加しました 
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◇3-3委員会の報告 

 

委員会名 内 容 

送迎 

→毎月1回の打ち合わせを通して情報共有に努めました。 

→添乗職員、運転手のローテーションを行いました。全ルートを把握し、どの運転手添乗

員でも対応できる形となりました。 

→高齢者運転講習会の受講を行いました。 

虐待防止・

人権権利 

擁護委員会 

・職員の人権侵害や虐待の防止の視点を確認する為に、年に一回人権擁護・虐待防止のチ

ェックリスト行います。 

→毎月の職員会議にて前月のヒヤリハット、事故の確認を行い、その後の様子確認をしま

した。３月の職員会議にてチェックリストの実施しました。 

→第三者評価受審を行いました。 

防災・安全 

→法人の災害対策委員にて作成されたBCPを訓練時に見直しました。 

→防災用品の買い足しを行いました。 

→4月地震避難訓練実施     ２月花の家へ避難訓練、消火器所在確認の実施 

給食 

→お誕生日月にはご利用者のリクエストメニューを提供しました。 

→選択メニューを取り入れました。 

→施設の畑で取れた茄子、ジャガイモ、玉ねぎ、ミニトマトなど給食にて使用しました。 

広報 

魅力発信 

→月に10回程SNSをアップし、施設情報の発信を行ないました。 

→毎月、施設の情報をのせたぐうし館便りの発行を行ないました。 

保健 

＜ご利用者の健康状態の把握＞ 

→毎月、体重と血圧測定を行い、欠席者に対しても、後日行いました。 

→6月に嘱託医による内科健診実施。8月にご利用者43名の健康診断を行ないました。 

＜感染症対策＞ 

１１月インフルエンザの予防接種４１名行いました。 

＜訪問歯科＞ 

→ご自宅やGHで歯科通院又は歯科衛生が難しい方に利用していただきました。 

→診察があった方に対しては、連絡帳やお手紙にて報告をしました。 

＜訪問カット＞ 

→毎月1回、ご利用者が20名前後申込を受け、行いました。散髪だけでなく眉カットと顔

そりも行ないました。 

＜服薬管理＞ 

→昼食時の服薬忘れが無いか、毎日チェック表を使い確認を行いました。 

美化 

＜安全管理＞ 

→施設内に危険が無いよう整理整頓しました。 

→グリーストラップ清掃を週に1度程行ないました。 

＜清掃パトロール＞ 

→施設近隣の清掃へ、ご利用者と共に行ないました。 

工賃向上・ 

売店 

＜工賃向上＞ 

→月に２～３回出店を行ない、職員がご利用者と一緒に販売する楽しみや作った物が売れ

る嬉しさを実感しました。 

→インターネット販売、郵送販売でも、商品販売を行ないました。 

＜売店＞ 

→お客様が来店し楽しんで頂けるような商品陳列や季節毎の模様替えを行ないました。 

ハッピー会 

ハッピー会内容について 

→4月 ・あじさいの会代表決め・一泊旅行行先について・５月ミュージカル鑑賞につい

て5月永年勤続表彰について・紅花作業とまつりについて・朝の歌について 

6月ご利用者の永年勤続表彰式・一泊旅行について・ハス祭りについて・他施設とどんな

事したいか 

7月蓮まつりの感想・暑気払いについて・歌について 

８月ぬくもりダリアウォークについて・暑気払いの感想 

9月スポーツ大会について・忘年会でやりたいこと 
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◇3-4職員研修 

以下の研修に参加しました。 

月 研修内容 主  催 

7 虐待防止研修 法人 

9 強度高度障害支援者研修 公益財団法人東京都福祉保健財団 

12 地域共生社会における障がい者事業所の役割 法人研修 

10 知的障がい者の高齢化に伴う食事支援の変化 社会福祉法人 みずき福祉会  

町田福祉園 

1 摂食指導の基礎・基本と知的障害の方の特性 法人 

1 令和7年度 東京都高次脳機能障害支援者養成研修 

基礎研修 

一般社団法人 戸田中央メディカルケアグループ

（TMG）本部  

リハビリテーション医療 渡辺修講師 

1 感染症BCP研修  施設 

2 障がいのある人を軸に地域づくりを 法人ひかり相談研修 

  

◇3-5会議の開催状況 

（１） 職員会議 

→毎月、様々な情報共有や各職員の所属委員会の報告や検討を行ないました。 

→職員が自主的に報告する姿勢が持てるよう、今までの進行を変えて行いました。 

（２） ケース会議 

→毎月、サービス管理責任者が司会を務め、各職員がもつケースの検討を行いました。 

→職員が2チームに分かれ、どのような支援ができるか、様々なアイディア出し支援に繋げまし

た。 

（３） フロアー会議 

→毎月、１Ｆ、２Ｆ担当職員で作業状況、周知確認、ご利用者のケース対応などを話し合いまし

た。 

→作業状況、作業の方法、ご利用者の支援方法の確認などを話し合いました。 

→個別支援計画の中間、年間総括の報告をしました。 

（４） 打ち合わせ 

→毎朝、毎夕に定時にて行ないました。 

予定の確認、その日のご利用者の様子や出来事を報告、共有しました。 

（５） 畑チーム会議 

   →畑の移転計画、紅花や蓮の管理、育成状況を中心に話し合いました。 

→給食での野菜作りは、玉ねぎ、茄子、ミニトマト、ゴーヤ等を栽培しました。 

   →熱中症対策について、またビンカン畑の移動に伴う作業についてなど時期にあった内容を検討

し、話し合いました。 

（６）給食会議 

１０月旅行の感想・ダリア園ファッションショーの感想・朝の歌決め 

１１月小山田緑地ハイキングの感想・売店のコーヒーについて・新年会でやりたい事 

１２月新年会役割決め・生活活動外出について・２月の土活について 

１月 ２月土活のお知らせ・ぐうし館でのトイレの使い方について・２月の歌決め  

２月 さくらまつりについて・給食アンケート実施・新しいご利用者 

３月 来年度の体制について 入所式について ４月からの歌について 

→日々、職員とご利用者での会話の中で出てきた質問、確認事項をハッピー会のテーマと

してとりあげました。 
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→毎月1回実施し、現場の配膳状況や各ご利用者の飲食の様子、誕生日メニューの確認などを行い

ました。施設らしいメニュー（紅花のお浸しなど）の提供や新しいメニューにもチャレンジしま

した。 

→衛生面、感染症の対策等について周知しました。 

 

◇3-6リスクマネジメント（ヒヤリ、事故） 

（１） ヒヤリハット 

→日々の打合せにて、ヒヤリハットや事故報告、また、ちょっとした職員自身のミス「おっと」

という項目を設けながら、確認を行ないました。 

→職員会議で振り返りを行い、改善の様子を確認しました。 

（２） 事故 

→事故が起きた場合は、速やかに報告すると共に、解決に向けた対策を行いました。 

  ヒヤリ(おっと含む) 事故 

４月 14件 1件車両事故 

５月 10件  

６月 12件   

７月 11件 1件服薬間違い 

８月 4件 1件車両事故 

９月 10件  

１０月 9件 1件車両事故 １件ハサミによる切り傷 

１1月 5件  

1２月 7件  

1月 10件  

２月 6件 １件車両事故 １件転倒事故 

３月 2件  

   ２月転倒事故について ご利用者が廊下歩行中に、足がもつれ転倒。そばに職員がついていたが

転倒方向が変わり、上手く支えきれずにご本人から右足甲が痛いと訴えがある。職員と通院し、関節の

炎症という診断を受け、２週間の鎮痛剤処方され経過観察した。 

 

◇3-7苦情解決 

 特になし 

 

◇3-8実習生、ボランティア 

（１） 実習生 

→以下の実習がありました。 

月 実習生受け入れ先 

６ 町田福祉専門学校2名 八王子南特別支援学校1名 町田の丘学園高等部3年2名 

町田の丘学園高等部2年2名 

８ 一般実習1名 

９ 町田の丘学園中学部2年３名 

11 町田福祉専門学校１名 町田の丘学園高等部２年１名 

1 一般実習１名 

2 町田の丘学園２年２名 町田の丘学園１年２名 

（２） ボランティア 

→多くのボランティアを受け入れ、作業のお手伝いをいただき、ご利用者と一緒に作業していた

だきました。 

16



→就労準備支援団体の東京オレンジから、ボランティアに隔月1回来てくださいました。 

→６月は、東京紅花娘の登録者、紅花作業に関わった方々が紅花積み作業の手伝いに来ていただ

きました。 

→9月から1月は、桜美林大学の学生4名が週に1回ボランティア活動に来てくださいました。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

人数 18 13 109 26 24 24 

10 11 12 1 2 3 合計 

39 23 26 14 15 18 349名 

 

◇3-9地域交流 

（１） 地域貢献活動 

→施設周辺の清掃活動を行いました。尾根緑道、プール周辺などで行いました。 

   →毎週水曜日の高齢者支援のお買い物バス「かしのみ号」の運行を行ないました。 

   →５月から小山田会館の清掃を自治会より依頼を受け、月１回のペースで行いました。 

   →市内の保育園３歳児の皆さんが紙すき体験に来ていただきました。 

   →ご利用者と職員５名で、忠生連合グランドゴルフ大会に参加しました。 

（２） 祭り 

→6月紅花まつりを開催しました。フラダンスショーと太鼓の演奏会を開催し、誰もが楽しめる内

容となりました。紅花の開花が遅れ、3分開花程度でした。染め物販売の内容を充実させました。 

7月ハスまつり約300名の来客がありました。今年も神社前の蓮田のみの見学となりましたが、

あぜ道を歩く方、写真を撮る方で大勢のお客様が来場してくださいました。また、神社境内にて

藕絲取りのワークショップを行い、賑わいがありました。 

３月さくら祭りを２日間開催しました。お祭り開催日と満開の桜の開花状況が合い、来客数も多

く賑わいました。後援会、まちだベジハブなど出店いただき、保護者のお手伝いボランティアも

多くの参加がありました。 

（３） 染め講習会 

→２０２５年東京紅花娘プロジェクトを伝統色彩士協会と協力のもと、以下内容のイベントを開

催しました。ぐうし館の手仕事を楽しむメンバーが集まりました。 

4/18 紅花間引き 5/10 紅花間引き菜染講習会 ６/９～6/20 紅花花摘み  

6/21 紅花餅作り 8/2 ハス葉染講習会 11/８初級紅花染講習会 1/24 中級紅花染講習会 

→8月藍染講習会 3日間分けて行いました。施設職員のみで講師を行い、９名参加がありました。 

 

◇3-10保護者会 

 →５月、8月、１１月、２月に保護者会を行ないました。昨年度は、参加保護者が１０名に満た

ないことがありましたが、今年度に入ってから各回１５名ほどの参加者となりました。 

→保護者から、親睦会を兼ねた給食試食会をしたいと声が上がり、２月の保護者会後に給食を参

加者で食べました。このような機会を通して、保護者同士のつながりの場を作りました。 

→保護者会では、保護者の視点からの様々なご意見を伺うことが出来ました。 

     

◇3-11第三者評価結果 

ご利用者68名に対し、有効回答61件で89.7％の回答率となりました。 総合的な評価では、「大

変満足」と「満足」が回答全体の77.0％となりました。評価機関から見た特に良い点として、紅

花や蓮を使った伝統を広げる活動や買物支援等、地域貢献活動に力を入れている点。給食事業を

開始したことで、利用者や職員に温かい手づくりの給食を提供することができている点。ご利用
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者に対する個別支援計画の確認や検討事項などでは、毎月フロア会議やケア会議で話し合うこと

で日々の支援が円滑におこなわれている点を挙げていただきました。 

さらなる改善が望まれる点として、キャリアパスと連動した事業所の人材育成計画の策定が期待

される点。職員の育成・評価を処遇・称賛などに連動させることが望まれます点。第三者評価「事

業所の標準化」項目の自己評価では見直しができていないとあり、今後は定期的な見直しに取り

組まれることを期待します点を評価を受けました。客観的な評価を得て、課題を受け止め、次へ

生かします。 
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  2025 年度 美術工芸館事業報告 

施設長 清水 謙一 

 

はじめに 

 今年度は、４月、７月、１１月に各１名、合計３名のご利用者が入所されました。一方で、１０月

には入所施設への移行に伴い１名の方が退所されています。 

４月からは、１日の施設スケジュールの見直しをはじめ、昼食支援や環境整備の改善、利用者・職員

双方の作業配置および作業内容の見直しを行いました。利用者主体の支援と環境整備のさらなる向上

を目指し取り組みを進めてきましたが、大きな混乱もなく移行することができ、利用者一人ひとりの

力をより発揮できる環境づくりにつながったと感じています。また、職員の支援アセスメント力の向

上にもつながる成果が見られました。 

施設面では、約１年間にわたり実施されていた町田市による大規模修繕工事が９月に完了しました。

建物の外壁塗装、防水工事、電気キュービクルの更新などが行われ、安全性や快適性の向上につなが

る環境整備が進みました。 

また、利用者主体の取り組みをさらに強化したことで、支援の質の向上や作業内容の幅の拡大、利用

者の活躍の場の増加につながり、支援全体の安定化が図られました。その結果、工賃向上につながり、

年３回の賞与支給を実施することができました。この成果を次年度につなげ、引き続き利用者の可能

性を広げる支援と、より魅力ある活動づくりに取り組んでまいります。 

 

１施設経営状況報告 

◇1-1 利用者数、出勤率（入退所の情報） 

４月：1 名ご利用者が就労支援 B 型事業所〈創〉に入所されました。 

７月：1 名ご利用者が生活介護〈奏〉に入所されました。 

１０月：１名ご利用者（生活介護 奏）退所されました。 

１１月：1 名ご利用者が就労支援 B 型事業所〈創〉に入所されました。 

・就労継続支援Ｂ型事業〈創〉 現員 32 名（長期欠席 1 名含む） 

        平均出勤率：87.3％（2024 年度 87.9％） 

・生活介護事業〈奏〉     現員 43 名（長期欠席 1 名含む） 

        平均出勤率：72.5％（2024 年度 73.9％） 

・施設全体 79.9% 

◇1-2 職員数、離職率 

（１） 職員数 

就労継続支援Ｂ型事業〈創〉  7 名〈常勤換算：5.6〉 

生活介護事業〈奏〉     １3 名〈常勤換算：11.7〉 

有期専従職員（送迎）     6 名 

有期専従職員（調理）     7 名 

（２） 離職率 

9.1％ 

入職 １名（調理） 

退職 3 名（調理 2 名 支援 1 名） 

 

19



◇1-3 就労会計（通所のみ） 

就労事業 2025年度 2024年度 

干 支 事 業 収 入 7,425,314 7,508,624 

キャンドル事業収入 373,827 421,854 

請 負 事 業 収 入 398,851 1,072,540 

その他の就労支援事業 2,046,663 730,708 

合 計 10,244,655 9,733,726 

◇1-4 工賃実績 

・ １日 400 円 

・ 平均工賃  

 2025 年度 2024 年度 

平 均 8,040 円 7,357 円 

B 型 8,712 円 7,917 円 

生 介 7,549 円 6,916 円 

・ 工賃支払 実績 6,472,900 円 （2024 年度 5,753,400 円） 

年間賞与（14,000 円）  

夏季手当（3,000 円） 冬期手当（5,000 円） 期末手当（6,000 円） 

◇1-５給付収入、委託収入（実績ベース） 

（１） 給付費収入 

月 就労継続支援 B

型 

生活介護 合 計 

4 月 3,969,814 7,170,182 11,139,996 

5 月 3,855,676 6,739,166 10,594,842 

6 月 3,810,191 7,135,861 10,946,052 

7 月 4,189,335 8,033,552 12,222,887 

8 月 3,414,081 7,013,640 10,427,721 

9 月 3,548,995 7,249,535 10,798,530 

10 月 3,825,137 7,718,658 11,543,795 

11 月 3,451,364 6,148,247 9,599,611 

12 月 3,784,082 7,133,687 10,917,769 

1 月 3,731,834 6,831,133 10,562,967 

2 月 3,334,549 5,513,964 8,848,513 

3 月 4,106,131 7,362,431 11,468,562 

合計 45,021,189 84,986,790 130,007,979 
前年比 43,264,354 80,916,217 124,180,571 

※前年比約 5,827,408 円増収 

（２） 委託収入 

・製品作成委託料 3,717,980 円（前年比 29,273 円） 

◇1-６修繕実績 

   町田市による修繕 （防水塗り替え、排管取り換え、電気キュービクル、受水槽取り換

え、外灯 LED、建物塗り替え） 

◇1-７助成金 

該当なし 

◇1-８固定資産になる物品等 

該当なし 
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２重点項目に関する報告 

◇2-1 重点目標 

（１） 利用者配置の見直し、セクション制の見直し 

利用者の強みを活かす、興味のあるものに取り組む事を大事にする為、利用者全員にア

ンケートを実施して、配置を見直しました。 

新たな利用者の強みの発見や新しい関係性の中で充実した時間が増えた事で現場の安定

と新たな作業も増えて、工賃向上と利用者の自立につながった１年であった。 

（２） 新たな作業の導入 

アート製作から新夢展（作品展覧会）やアートクリスマスフェスタ（施設のお祭り）に

繋がりました。絵やビーズ、粘土を使った製作に取り組んでいきました。下半期では３

D プリンターの活用でさらなる作業充実に繋がりました。 

（３） １日のスケジュールの見直し 

職員、利用者が共に協力、連携を図り「交じり合う」「つながっていく」事を大事にし

ました。昼食時、座席は自由、朝の散歩（活動量を増やす）、清掃の統一感、全体での

朝礼、終礼などの内容と時間を見直しました。 

散歩では、日々の積み重ねで体力向上につながり、出勤率向上や健康保持に繋がってい

ます。昼食時間では、利用者同士の譲り合い、助け合いが生まれており、席が変わる事

で会話が増えて楽しい昼食時間となりました。 

（４） 町田市の実施による改修工事の対応 

昨年度１０月から町田市の改修工事が１年間実施されて２０２５年９月に工事は完了し

ました。特に排管取り換えを行った事もあり、厨房トイレ詰まりのトラブルは無くなり

ました。 

（５） ひかり療育園・地域との連携 

ひかり療育園の建替え後を見据え、敷地が隣同士であることから、立地からしても連携

が取りやすい環境であり、情報交換を行いながら密な連携を取ってきました。 

忠生中央町内会ともより連携を図り夏祭りを開催し忠生地域を盛り上げる事に貢献で 

きました。ひかり療育園とは利用者の併用利用や活動の交流や物品の貸し借りなども 

増えました。 

 

３その他の報告 

◇3-1 就労（作業） 

（１） 干支班 

・ ご利用者に合った作業提供や作業手順を分かりやすく伝える事で、無駄なく生産ができまし

た。不良の数も減りしました。 

・ 製作について困った事があった時は、原型製作者に来ていただき指導を受けながら連携をと

って製作する事ができました。 

 
（２） キャンドル班 

・ ご利用者と一緒に畑を耕して青花の栽培を行い、新作の青花キャンドルや 

グラスキャンドルを製作しました。また、リサイクルキャンドル活動にも力を入れ、八王

子の高乗寺と八王子ロータリークラブより使用済みろうそくの提供も受けました。 
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高乗寺においては、ご利用者が描いた絵を表紙に使い、キャンドルのパンフレットを作成

をするとともに、「美工キャンドルブース」も作っていただき、販売を行いました。 

 
（３）ものづくり班 

・ 利用者の勤続感謝表彰に使用するメダルを作成しました。 

・ 全国障害者・高齢者フライングディスク競技大会のメダルの作成をしました。 

・ ３D プリンターで試作を開始しました。かわせみの置物を作成しています。 

 

（４）アート班 

・１０月に新夢展の展覧会に作品を展示します。 

・クリスマスアートフェスタで独自の展覧会を開催し、利用者の作品を販売する事が出来ま

した。 

 
（４）内職班 

・ 既存のタオル作業と CD/DVD の仕分けのほか、お菓子の箱折や袋詰めの作業を開始しまし

た。ご利用者の作業提供の幅が増えました。 

・ 町田市より生活保護受給者の自宅へ配布するゴミ袋の箱詰め作業を行いました。 

 
◇3-2 余暇活動（行事） 

（１） サークル活動 

・ 8 個の活動内容から利用者アンケートを実施して、年 3 回活動を実施します。 

音楽サークル：ひかり療育園 2 階会議室で音楽活動 

アウトドア：ひなた村でカレー作り 

調理：忠生市民センターで昼食作り（ハンバーグ、ご飯、サラダ、クレープなど） 

乗り物：大和市でゴーカートに乗ろう 

パソコン：工芸館事務所でカーソルの動かし方などの練習 

運動：野津田公園で運動 

美術、芸術：箱根へ美術鑑賞 

おしゃれ：カラオケ館でハロウィンパーティー 

   ・３月に成果発表会を実施して、１年間の報告と次年度に向けて「次は何がやりたいか」を考

える参考になる成果発表となりました。 

 

（２）その他の行事 

・ 5 月には東京都障害者スポーツ大会に参加をしました。 

・ 8 月には全国障害者・高齢者フライングディスク競技大会に参加をしました。猛暑の中一生

懸命ディスクを投げ、メダルも多く獲得しました。 

・ ９月に東京ディズニーランドとディズニーシーの選択式旅行を行いました。 

とても好評だった事もあり、家族でもディズニーランドに行ったなど家族内の充実にも繋が

った旅行となりました。 
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◇3-3 委員会の報告 

委員会名 内容 

虐待防止、 

危機管理委員会 

・法人の設置する、虐待防止委員会に出席しました。 

・虐待防止委員会は施設長、主任、サビ管で組織します。 

・定期的に虐待防止委員会を開催し、虐待防止に努めました。 

・職員倫理要綱を周知し、行動規範とするよう啓発に努めました。 

・虐待防止・人権の研修には全員が参加をし、参加した職員はその内容を 

周知しました。 

・虐待防止マニュアルを職員に周知し、直ぐに見える場所に置き、常に意識を

持って支援できるようになりました。 

苦情解決委員会 

・苦情は、誰からでも受け入れることが出来る体制を作りました。 

・苦情があった場合は、報告をすぐに行い、その苦情を早急に解決に向けた対 

策を検討していきます。 

防災委員会 

・法人災害対策委員会と連携しました。 

・災害時にリスクを最小限にできるよう、定期的に避難訓練や点検を行いまし

た。 

・防災備蓄食、備蓄品の購入を計画的に進め、備蓄食を一部入れ替えました。 

給食委員会 

・毎月、栄養士、厨房調理員との情報交換を行いました。 

・ご利用者に合わせた食事形態で食事を提供しました。 

・誕生日メニュー、選択メニュー、季節に合わせた行事食を検討し提供しまし

た。 

・ 

 

広報委員会 

・法人として発行する広報誌を活用し、情報発信していきました。 

・施設での行事等を、ご家族に知っていただくため、施設独自の広報誌を発行 

できるように取組みました。 

・定期的に SNS での発信をしました。 

工賃向上委員会 

・干支、キャンドル等の季節製品販売時には販売を促進しました。 

・職員会議にて毎月の就労収入を確認し、先々の作業内容を検討していきまし

た。 

・SNS 等を使って製品の情報を流しました。 

送迎委員会 

・2 か月ごとにドライバー、添乗員（シルバー人材センター）との情報交換を

行いました。 

・多岐にわたる送迎利用者の注意事項等をまとめ、職員間で共有しました。 

・車両の管理を行いました。 

・送迎委員会と協力し、安心安全な運行が出来るように努めました。 

 

リスクマネジメ

ント委員会 

・積極的なヒヤリハット報告を促しました。 

・毎月の委員会でヒヤリハット等の報告を分析し注意項目を共有しました。 

・職員会議で振り返りを行い、改善出来ているか等を報告しました。 

・常に、ヒヤリハットの意識を持ち、危険を察知できるよう職員の意識付けを 

行い、すぐに記録が記入できるようにしました。 

・事業所内の危険個所のチェックを行い、事故防止を図りました。 

保健衛生委員会 

・月 1 回の体重、血圧測定を行いました。 

・感染症対策・予防（手洗い・消毒）を徹底しました。 

・ご利用者の集団健康診断、保健所歯磨き指導を実施し、必要に応じて医療機 
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関への受診に繋げていきました。 

・服薬管理を徹底しました。一時的な服薬はミーティングやフロア会議で確認

しました。 

美化委員会 
・施設内外の環境を安全かつ快適に過ごせるような対応をしました。 

・誰が来館しても、気持ち良いと言っていただける施設にしました。 

研修委員会 

・虐待防止研修・人権研修に積極的に参加するよう周知しました。 

・研修申込書、報告書、研修資料の管理を行いました。 

・研修案内の周知や、申込み締切りの管理などを行いました。 

 
◇3-4 職員研修 

日時 研修内容 主催者 

随時 Speciallearning  

7/4 虐待防止研修 まちだ育成会 

6 月 初任者研修 まちだ育成会 

 Speciallearning 感染対策  
 SpeciallearningBCP 対策  

9 月 摂食研修 みずき福祉会 

   

 

◇3-5 会議の開催状況 

（１） フロア会議 

・ 各階フロアリーダーを中心に、ご利用者の状況や作業の進歩状況を確認し合い支援に繋

げました。 

（２） 職員会議 

・ 毎月開催し、情報共有や各員会に報告や予定確認を行いました。 

（３） ケース会議 

・ 個々のケースについて職員全員に状況の共有を行いました。 

またご利用者に対応などで困っている事をグループに分かれてワーク形式で意見を出し

合い、今後の支援に活用しました。 

 

◇3-６リスクマネジメント（ヒヤリ、事故） 

ヒヤリハットや事故に対する意識を常に持ち、危険を察知する様に職員に意識付けを行

いました。また起った際は、夕方のミーティングで報告し改善策を検討しました。 

    

事故 ヒヤリハット 合計 

41 件 17 件 58 件 

内訳 

 

月 

事故 ヒヤリ 合計 

他害 無断外出 転倒 その他   

４ 1  1 4  6 

５    5 1 6 

６    2 4 6 

７   1   1 

８   1 1 1 3 
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９ 1   1 1 3 

10   7 7 6 20 
11   6   6 
12   2 1 4 7 
1      0 
2      0 
3      0 
計 2  18 21 17 58 

 
 

（１） 事故 

① 椅子を前後に揺らしていた所、後ろに転倒される。 

☞座り方や座る位置などを確認して、声掛けするタイミングを図っていく。 

② 他の利用者を引っ搔いてしまった 

☞ご自分で机などに摑まらず、必ず職員が抱えて座ってもらう様に職員周知をした。 

（２） ヒヤリハット 

①  休憩時に給茶機前が混雑していて、ご利用者同士が接触した。 

☞混み合っている時は職員が声かけを行い、給茶機前に職員が立ち接触が起こらない 

ように見守りを行う。 

◇3-7 苦情解決 

・特になし 

◇3-8 実習生、ボランティア 

（１） 生徒実習生（特別支援学校等） 

月 実習受入れ先 

７ 町田の丘学園 2 年生（3 名） 

8 町田の丘学園１年生（１名） 

9 町田市立堺中学校 2 年生（2 名） 

10 町田の丘学園３年生実習１名 

11 町田の丘学園２年実習 2 名 

11 山崎中学校（1 名） 

１ 町田の丘学園実習 2 名 

１ 忠生中職場体験 1 名 

2 町田の丘学園 1 年 2 名・町田の丘学園 3 年 1 名 

 
（２） 教育実習（福祉科、保育科実習生） 

月 実習受入れ先 

6 町田保育福祉専門学校３年生（2 名） 

6 洗足こども短期大学 2 年生（2 名） 

7 洗足こども短期大学 2 年生（2 名） 

10 洗足こども短期大学２名 

1 町田福祉保育専門学校１名 

3 アルファ医療福祉専門学校 2 名 

（３） ボランティア 

・ なし 
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◇3-9 地域交流 

（１） 地域貢献活動 

・ 毎月、近隣外周の清掃を行いました。地域の方へ通行する通路にもなっており、地域の方

が気持ちよく通行できる環境整備に努めました。 

 

（２） 祭り 

・ ７月に忠生中央町内会、ひかり療育園と夏まつりを行いました。唐揚げ、ポップコーン、

美工製品を販売しました。利用者は盆踊りやカラオケを楽しみました。保護者のお手伝

いもいただき盛大に終わりました。 

・ １２月にクリスマスアートフェスタを開催し、クリマスをアートと表現活動でイベント

を開催しました。山崎中学校の吹奏楽や音楽サークルの発表、飲食ブースの充実、利用

者の作品展示と販売と開催しました。 

◇3-10 保護者会 

４月、９月、１２月、３月に開催しました。法人からの情報、日頃の施設の活動や取組み

を報告しました。保護者からもご意見等をいただき、情報共有に努めました。 

◇3-11 第三者評価 

利用者 70 名に対し、有効回答 56 件で 80.0％の回答率となりました。 「大変 満足」お

よび「満足」の回答が全体の 76.8％となりました。事業所に対する総合的なコメントを

見ると、「仕事が自分に合ってい る。給料が前の職場より高い。トイレが近くにある。」

「前の作業所と比べるとすごくいい。 

特に良いと思う点 

・所内の環境整備に伴って全員が一体感を持つことができ、また安心安全に過ごせるよう

に配慮して います 

さらなる改善が必要だと思う点 

      ・苦情解決制度や第三者委員について、周知に力を入れて取り組んでいますが、第三者

委員へのアク セス方法には改善の余地があります 

施設の特徴 

・新しい作業班の編成と利用者の配置見直しに伴う職員間の情報共有に努めています 

・利用者の持っている力を活用していくために「サークル活動」を実施しています 
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2025 年度 こころみ事業報告 

施設長 井上 武明 

 

はじめに 

 4 月に町田の丘学園からの卒業生 1 名（男性）の入所、8 月には一般より 1 名（男性）の入

所があり、年度末時点で 21 名のご利用者数となりました。前年度末から長期に入院していたご

利用者も 12 月から復帰し、また 2026 年 4 月の入所予定者もおり、安定して利用者数が伸び

てきています。 

今年度はグループホーム入居した利用者が多く、新規に入居した方が 4 名、グループホームの

転居が 1 名いました。移行にあたり、家族の不安に寄り添ったサポート、グループホームとの調

整、新たな通勤ルートの支援など丁寧に行ってきました。全員問題なく生活の場の移行ができて

います。ＧＨ入居手続きが繰り返されたことで、職員の良い経験値にもなりました。 

 原木しいたけ作業の面では、ここ数年の原材料の高騰から、原木の仕入れ数を前年度 2300

本まで減らしてきましたが、今年度から“こころみらしさ”を維持するための必要本数である

4000 本の確保を決めました。購入本数を増やすだけでなく、地域の里山再生（間伐作業）に作

業協力し、その間伐材を原木として確保する活動を積極的に進め、前年度は町田市と、今年度は

中井町（神奈川）の活動組織と繋がることができたことは大きな成果でした。 

 その他の取り組みとして、七国山の自然環境を生かしてカブトムシの幼虫から成虫への生育を

試みました。剪定枝堆肥へ産卵させ、幼虫を採取、成虫へ育てるまでを全 4 回のワークショップ

として、まずは法人職員の子供を対象として試験開催しました。地域の子供たちに学びと喜びを

提供できる活動として広げていく計画です。 

 他にも、第三者評価の受審、新たな菌床（ナメコ・ヒラタケ）の試験栽培、観光化に向けた敷

地内の案内看板やテーブル付ベンチの設置など、年間を通して新たな取り組みにチャレンジした

年でした。特に里山再生、カブトムシなどの“こころみらしさ”を強化するための取り組みにつ

いては、継続性が大切であることから、担当だけでなく職員全体に関心を持ってもらうよう丁寧

な説明と報告に努めてきました。 

就労の売り上げこそ課題は残っていますが、利用者の安定した増加、原木の確保、環境的な強

みを生かした活動など、こころみの新たな魅力発信への投資期間と位置づけ、売り上げ回復への

土台作りにかけた１年でした。 

 

１施設経営状況報告 

◇1-1 利用者数、出勤率（入退所の情報） 

現員 21 名  平均出勤率 91.5％（前年度 92.7％） 

入所者２名 退所者０名 

※ 今年度 4 月の新卒入所が 1 名、８月に一般からの入所が１名ありました。 

※ 半年以上にわたる長期入院者がいたため、前年度より出勤率が下がっています。 

◇1-2 職員数 

職員数  ８名〈常勤換算：6.3〉 

有期専従 ３名（職業指導員２、送迎ドライバー１） 

※ その他として送迎添乗業務をシルバー人材センターへ依頼しています。 

有休消化率 65.5％ 
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◇1-3 就労会計（町田市からのこころみ事業補助金を除く） 

就労事業 2025決算 2024決算 増加率 

し い た け 事 業 ￥1,676,967 ￥1,625,128 103.2% 

野 菜 事 業 ￥1,399,374 \1,375,572 101.7% 

請 負 事 業 収 入 ￥1,287,517 \1,173,855 109.7％ 

そ の 他 の 事 業 ￥44,186 \38,863 113.7% 

合 計 ￥4,408,044 ￥4,213,418 104.6％ 

※ 前年比 ＋194,626 円 

※ しいたけ事業収入の増加は、新たに栽培を開始した菌床のナメコとヒラタケの売り上げ

分です。原木しいたけの発生は一昨年の原木購入数を減らした影響から収穫量も微減と

なっています。 

※ 請負作業の収入の増加は、アニメグッズの受注量が増加傾向にあるためです。作業がで

きる人数やスピードも増えてきています。 

 

◇1－4 工賃実績 

工賃   1 日 500 円（前年度と同額） 

工賃支払 2,381,000 円（昨年度：2,349,000 円） 昨年比：101.4％ 

夏季手当：1,000 円 ／ 冬季手当：2,000 円 

基本報酬の算定に関わる平均利用者割の金額は 10,408 円（昨年度：10,639 円）です。 

※ 長期入院していた利用者が 12 月から週 3 日通所となったこと、夏季手当の減額などの理

由から前年よりも平均工賃が減少しています。 

 

◇1-5 給付収入、委託収入（実績ベース） 

＜訓練等給付費収入＞ 

月 2025 年度 2024 年度 増加率 

4 月 ¥3,539,578 ¥3,693,652 95.8% 

5 月 ¥3,371,475 ¥3,669,169 91.9% 

6 月 ¥3,499,374 ¥3,460,185 101.1% 

7 月 ¥3,533,686 ¥3,574,685 98.9% 

8 月 ¥3,505,570 ¥3,643,931 96.2% 

9 月 ¥3,393,850 ¥3,191,698 106.3% 

10 月 ¥3,855,450 ¥3,468,542 111.2％ 

11 月 ¥3,059,390 ¥3,175,030 96.4% 

12 月 ¥3,399,699 ¥2,970,372 114.4% 

1 月 ¥3,414,939 ¥3,143,882 108.6% 

2 月 ¥3,199,802 ¥2,963,537 108.0％ 

3 月 ¥3,660,963 ¥3,101,321 118.0% 

合計 ¥41,433,776 ¥40,056,004 103.2% 

※ 前年比 ＋1,377,772 円 

※ 年度当初からの長期入院者が 12 月より復帰、また 8 月中旬に 1 名新規入所があった

ため利用者数は 1 名増、収入も昨年比で増加となりました。 
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＜町田市こころみ事業補助金（原木購入）＞ 

・町田市からの原木購入補助として 643,000 円を受領しました。（前年度と同額） 

・施設の自己負担金を含めて 3500 本の原木を購入しました。（前年度 2200 本）。総支払

額は 1,057,100 円です。自己資金を加え前年度より 1300 本多く仕入れています。 

→原木の種類はクヌギ、コナラ、ミズナラで、産地は埼玉県秩父市からが 1000 本、

山梨県都留市からが 2500 本です。 

→前年度同様、東京都の林産物生産支援事業を活用するため、東京都椎茸生産組合連合

会を通じて原木購入しています。1本あたり100円割引された価格となっています。 

 

＜町田市補助金（日中活動系サービス推進事業補助金）＞ 

・日中活動系サービス推進事業補助金として合計 5,406,000 円（昨年度：5,335,000

円）を受領しました。 

 ▷基本補助として 4,080,000 円（昨年度：4,029,000 円） 

 ▷障害者等雇用加算として 726,000 円（昨年：1,306,000 円） 

 ▷第三者評価受審経費として 600,000 円（昨年なし） 

 

◇1-6 修繕実績 

・敷地内汚水桝・雨水桝の修理 

→長年の雨等で地面が低くなり、雨水桝の蓋が地面から飛び出した状態となっていたため、

高さの調整工事を行いました。 

・パソコンの入れ替え 

→古くなって作業効率の悪くなったパソコン 3 台を新しいものに入れ替えました。併せて

業務に関連するソフトフェアのアップグレード等も行っています。 

・屋外給湯器の交換 

→外水道の給湯器が故障したため、町田市の予算で新しい給湯器と交換しています。 

 

◇1-7 助成金 

 ・特になし 

 

◇1-8 固定資産になる物品等 

・ノートパソコン 1 台 

・デスクトップパソコン 2 台 

 

２重点項目に関する報告 

◇2-1 事業計画に設定した項目の進捗を報告 

2-1-1 敷地内への手作り案内板の設置 

・原木しいたけの榾木を保管しているエリアに見学者向けの手作り看板を設置するため、看

板の位置や説明文などの検討を行いました。4 枚中 2 枚の製作が完了しています。山の中

への設置方法と位置を検討しており、次年度の春には設置を完了する予定です。 

・車道から見える位置にこころみの看板を設置しました。障がい福祉課を通して設置場所の

所有者である東京都に許可をいただき、保護者会にも資金協力いただきました。遊歩道の

入り口と車道からの入り口の 2 か所に設置され、来客者等にわかりやすくなりました。 
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2-1-2  DIY での屋内外美化 

・こころみ建物内の軽微な不具合の修正を行いました。前期は主に塗装のはがれた木材部分

をタッチペンで修正したり、こびりついたシール跡、作業テーブルの凹みや破損部などを

利用者とともに作業として行いました。 

・後期は、泥汚れや塗装の剥離が激しかった玄関の利用者靴箱を塗装しました。乾燥時間が

必要のため、年末の大掃除の際に利用者とともに塗装を行い、きれいな玄関で新年を迎え

ました。 

2-1-3 保護者会の活性化 

・隔月開催している保護者会により多くの参加をいただけるよう、保護者からの要望を元に

普段ご利用者が行っている作業を体験していただく機会を作りました。前期は主に屋内で

の請負作業（資源分別作業、アニメグッズの封入作業）を体験していただきました。後期

は、こころみの外作業として使用している屋外敷地の見学会、植菌時期には保護者に植菌

体験をする機会を作りました。 

・管理者以外の職員も順番で保護者会に出席し、行事や作業状況の報告や質問に答えるなど、

コミュニケーションをとる機会としました。 

2-1-4 第三者評価・利用者調査の受審 

・株式会社ミライシアに依頼し、６月に利用者調査、訪問調査が行われました。 

・結果の総括では、良い点として資源回収や夏祭りなどの地域貢献、規格外品で作る利用者

への食事提供などの活動が評価されました。今後の改善が望まれる点として、保護者会の

更なる活性化や現在検討中の新人事制度への期待が挙げられました。 

2-1-5 希少性をアピールした販売戦略 

・収穫量の少ない時期には、最も価値の高い状態で収穫をするため午後から夕方にも収穫す

るようにし、価格を高めて販売するようにしました。 

・気温が低い冬期は、ゆっくり大きく育った厚みのあるシイタケを厳選し、S クラス品とし

て販売しました。袋詰めする際に大きさや向きを揃えるなど、価値に見合ったパッケージ

にも工夫しました。 

・ナメコとヒラタケは、市販品との差別化のため大きめに成育させて販売しました。味わい

などに問題はありませんが、パッケージのしやすさなどは次年度へ課題が残ります。 

 

３その他の報告 

◇3-1 就労（作業） 

3-1-1 原木しいたけ、菌床等栽培作業 

〇同じ町田市内の原木しいたけ農家との繋がりをきっかけに、栽培に関する情報交換を行って

います。互いの栽培環境の見学を行い、アドバイスのもと、今年の新榾木には殺菌剤を使用

して雑菌の発生を抑える取り組みをしています。また、菌床キクラゲの栽培方法についても

今までの経験からのアドバイスをいただいています。 

〇全員で行う作業から班に分かれて行う作業への切り替わりをスムーズに行うため、作業予定

表の書き方を工夫するようにしました。 

〇鶴見川源流ネットワークが管理する町田市の小山田地区、なかい里山研究会が管理する秦野

市の里山の２カ所の森林再生事業に利用者と共に作業協力してきました。伐採、片付け、搬

出の作業を手伝うことで、間伐樹木を原木として確保（一部買取）することができました。 

〇東京都の施策によりこころみの敷地を含む緑地保全地域の樹木伐採が行われ、シイタケの原

木として使用できそうなものを 200 本程度確保することができました。 
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3-1-2 請負作業 

○CD/DVD の分別作業は分別の種類や工程が多いため、それぞれ得意な利用者が苦手な利用

者を教えるような仕組みをとったことで、教える側は責任感を持ち、教えられる側は感謝を

伝えることで、良いコミュニケーションが生まれています。 

〇新たにブックオフの作業ができる利用者が増えたことにより、仕上げられる量が増え、収入

の増加につながっています。利用者のみで作業準備が完了できるように促しています。 

3-1-3 その他 

○金曜日の屋内清掃の場面では、先輩と後輩または得意な人と苦手な人の 2 人を組み合わせる

ことで、職員が普段気付かない箇所もご利用者が気にしてくれるようになりました。 

〇廃棄榾木と剪定枝チップを使って山の中に産卵場を作り、カブトムシの飼育実験を行いまし

た。幼虫の確保から成虫の飼育まで一通り観察できました。次年度から販売を行う計画です。 

 

◇3-2 余暇活動（行事） 

〇４月（心和見学～町田駅散策）、5 月（カラオケ館）6 月（美容男子～髭剃り、洗顔、肌ケ

ア～）、7 月（浸水槽プール＆手作りウォータースライダー）、8 月（こころみ夏祭り）、9

月（お月見団子づくり）、10 月（ダリアフェア～ファッションショー～）、11 月（大運動

会～こころみ VS 美術工芸館～）、12 月（クリスマス会）、1 月（アウトドアカレー作り＠

ひなた村）、2 月（節分豆まき）、3 月（ボッチャ＆サンドイッチ作り） 

○毎月の月末には、誕生日を迎えるご利用者の食べたいものを選んで皆で食べる誕生会（月末

木曜日）を実施しました。 

〇12 月に一泊旅行で茨城方面へ行きました。1 日目はミュージアムパーク茨城県自然博物館、

2 日目はやきいもミュージアム、宿泊は“いこいの村涸沼”に泊まりました。 

〇1 月に“成人を祝う会”で新成人 1 名のお祝いをしました。 

 

◇3-3 委員会の報告 

（１）防災委員会 

・9 月 17 日に火災想定での避難訓練に加え、利用者も含めた感染症 BCP に基づく感染

症対策訓練を行いました。全員での食事中に嘔吐者が発生した場合の退避及び嘔吐物処

理の手順等を全員で学びました。 

・２月 20 日に火災想定での避難訓練と、感染症発生時の対処訓練、防災食の入れ替えに

伴い、昼食として防災食の試食訓練を実施しました。防災食の購入に関しては、味や食

べやすさなど実際に食べて利用者の感想を聞いて次回の注文の参考にしています。 

・毎日の火元の確認や、戸締りのチェックは防災自主点検シートに記録しています。 

・消防設備点検を年 2 回行いました。結果報告書は消防署へ提出しています。 

（２）送迎委員会 

・現在 11 名が送迎を利用しています。内２名は藕絲館のご利用者となっています。今年

度は 1 名が藕絲館とこころみの送迎車の併用（途中乗り換え）、もう 1 名が同様にかが

やきとこころみの送迎車の併用をしています。 

・送迎の添乗業務は、シルバー人材センター2 名に依頼しています。 

・リース契約の更新により、送迎車（ハイエース）が新車両に変わっています。 

（３）給食委員会 

・(株)フレッシュランチのお弁当を 1 食 460 円で提供しています。 

  ⇒10 月 1 日より 500 円へ値上げされました。 
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・ご利用者の希望を取り入れて、毎週 1 回麺メニューの日を設けました。冬季は 2 週に 1

回になりますが、固形燃料で温める麺メニューを提供しました。 

・2 月 20 日に、防災食に加えてこころみの原木しいたけと、契約農家から提供いただい

た出荷できない野菜を活用した手作り料理を無料で提供しました。 

（４）広報委員会 

・法人広報誌「がっしゅうこく」及び後援会用の広報誌について、４月末発行（19 号）、

８月末発行（20 号）、12 月末発行（21 号）の掲載記事の作成を行いました。ご利用

者、保護者、その他関係者へ配布しています。 

・行事、イベントなどの際は、SNS（Instagram）の投稿も行いました。 

（５）保健衛生委員会 

・毎月第一水曜日に血圧、体重測定を実施し記録を残しています。 

・8/22（金）鶴川記念病院に依頼し、かがやきと合同で利用者の集団健康診断を行いま

した。受診者は 18 名で、昨年度より１名増えています。 

・利用者帰宅後、手の触れる場所やテーブル等の毎日アルコール消毒を継続しています。 

・10/9 に町田市保健予防課による歯磨き指導を行い、結果票を家庭へ配布しています。 

・1 年を通して新型コロナウイルス感染症の罹患者はいませんでした。施設内で感染症が

広がるといった事例もありませんでした。 

（６）虐待防止委員会 

・法人の虐待防止委員会に参加しています。今年度も、法人で企画した虐待防止に関わる

研修を受講しています。参加できなかった職員には、別途スペシャルラーニング（オン

ライン研修）の受講をしてもらうようにしました。 

・職員向けの人権チェックリストを配布し、自分自身と職場全体の人権意識の振り返りの

機会としました。引き続き毎年実施していきます。 

 

◇3-4 職員研修（研修実績） 

日時 研修内容 主催 参加人数 

5/9 LP ガス質量販売緊急時対応講習 ELG 株式会社 1 名 

7/4 虐待防止研修 まちだ育成会 4 名 

9/2 
福祉職のためのメンタルヘルス研修 

東京都福祉人材センタ

ー研修室 
1 名 

9/2 令和 7 年度 東京都障害者虐待防止・権利

擁護研修 
東京都福祉保健財団 1 名 

9/17 感染症対策研修 1 回目 

‘（スペシャルラーニング） 
こころみ 5 名 

11/10

～12 
伐木等の業務（チェーンソー）研修 コマツ教習所（株） 1 名 

12/8 権利擁護と虐待（スペシャルラーニング） まちだ育成会 4 名 

12/22 福祉職のためのメンタルヘルス研修 

（オンライン） 

東京都福祉人材センタ

ー研修室 
1 名 

2/20 感染症対策研修 2 回目（動画視聴） こころみ 5 名 

3/18 刈払機取扱作業者安全衛生教育 コマツ教習所（株） 1 名 

3/6 法人事例検討会 まちだ育成会 ５名 

※ 上記以外に、オンライン研修「スペシャルラーニング」の受講を職員に促しています。 
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＜法人内施設間実習＞ 

日時 研修内容 参加人数 

12/15～19 法人内施設間実習（職員） こころみ → かがやき 1 名 

2/2～6 法人内施設間実習（職員） かがやき → こころみ 1 名 

 

◇3-5 会議の開催状況 

○職員会議 

毎月最終火曜日に職員会議を開催し、情報共有と課題の洗い出し、今後の予定等につい

て話し合っています。また、毎月かがやきの職員会議にも出席し、職員同士の交流と情

報交換を行っています。 

○こころみケース会議 

８月～９月に個別支援計画のモニタリング（中間点検）を行う会議、２月～３月で年度

総括を行う会議を行いました。目標に対するアプローチ、支援した結果などを話し合い、

個々のケースの情報を共有し、次の課題を洗い出しています。 

○かがやきケース会議 

かがやきのケース会議に参加し、沢山の職員の意見を聞くことで、考え方のヒントや支

援のアイデアなどを持ち帰るようにしました。８月と 3 月にはこころみからのケースを

議題とし、参考意見を基に支援に活かしました。 

○生産担当者会議 

専従職員を交えて椎茸作業の予定、進捗状況の確認を行う会議を隔週で行っています。

作業方針や疑問点の確認、長期での作業予定を担当者全員で共有するようにしています。

利用者それぞれの作業状況や支援方針も定期的に確認し合うようにしています。 

〇利用者会議（しいたけ山の会） 

毎月１回、第２金曜日に利用者全員で意見交換等を行う会議を開いています。あじさい

の会からの報告や議題検討、こころみへの意見や行事の要望や感想などを毎回聞き取り

しています。また、あじさいの会からの企画である利用者の永年勤続表彰として、今年

度勤続 10 年以上となる利用者 1 名に表彰と記念品を贈呈しました。 

 

◇3-6 リスクマネジメント（ヒヤリ、事故） 

＜報告件数＞ 

ヒヤリハット アクシデント 事故 

前期２件／後期１件 前期 6 件／後期４件 前期１件／後期２件 

（１）ヒヤリハット 

・利用者の施設設備のイタズラ ２件  ・利用者同士のトラブル １件 

（２）アクシデント 

・利用者の作業中の転倒やケガ ５件 

・利用者の自傷によるケガ   ２件 

・利用者の他害（怪我なし）  ３件 

（３）事故 

・こころみ付近の細い道にて対向車とすれ違う際に縁石に接触し車体に軽い傷（車両の修

理は不要）。縁石にも損傷なし。 
・送迎中、民家の庭のポールに接触（ポール、車両ともに修理済） 
・作業中に職員が手をムカデに噛まれ通院 
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◇3-7 苦情解決 

（１）苦情受付 

・利用者の通勤途中でのトラブル① 

▶朝、北一号バス停付近でこころみ利用者が通学途中の女子中学生を待ち伏せしており、

30 メートルほど後をついてくる、放尿している場面も見かけた、など女子中学生の母

親から電話を受ける。 

▷管理者と利用者で面談し事実を確認。ご家庭とも相談し朝自宅を出る時間を変更する

とともに、朝にトイレへ行く事を習慣づけるよう声掛けしてもらうこととした。対応

後、同様のトラブルはない。 

 

・利用者の通勤途中でのトラブル② 

▶朝、鶴川駅から乗車する際、座っている客をどかして座ろうとするため、こころみか

らも声掛けしてほしいと小田急電鉄より連絡。 

▷数年前にも同様の事象あり。前回と同じくこころみからの声かけと、２週間程度母が

町田駅まで同行し見守り対応。対応後、同様のトラブルはない。 

 

◇3-8 実習生、ボランティア（実績報告） 

○6/16～6/20  薬師中学校２年生 1 名 

○6/23～6/24  町田の丘学園２年生 1 名 

○7/2～7/3  町田の丘学園２年生 2 名 

○7/14～7/18  一般   1 名 

 → 8 月からこころみに入所となりました。 

○9/4～9/18  八王子西支援学校 1 名 

○11/4～11/7  町田の丘学園 2 年生 1 名 

○11/19 ～11/21 薬師中支援学級 2 年生 1 名 

○3/30～3/31  一般   1 名 

※ ボランティアの受け入れはありませんでした。 

 

◇3-9 地域交流（祭り、講習会、など） 

○近隣自治会との共催イベントである“こころみ夏祭り”を 8/23 に開催しました。“タイ風”

をテーマにして料理の味付けをしたり、デザートやビールもタイ風のものを用意しました。

今年から当日準備を自治会の皆様にも声掛けしお手伝いいただきました。また、子供向け

ブースを自治会役員の方々に担っていただくなど、今まで以上に“共に”作り上げるイベ

ントとして開催することができました。 

○毎月 1 回の地元自治会を対象に資源回収を行いました。 

○近隣自治会の方からのしいたけの注文については、自宅まで配達しています。 

○こころみのある森林環境を利用してカブトムシの幼虫から成虫への生育を試みました。剪

定枝堆肥へ産卵させ、幼虫を採取し成虫へ育てるまでを全４回の子供向けワークショップ

として提供できるよう計画しています。今年度は法人職員家族向けに実施し、問題なく全

ての回を終えました。今年度の経験を生かして次年度から一般客向けのイベントとして開

催していきます。 
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◇3-10 家族会、保護者会 

○偶数月の第 2 火曜日に保護者会を開催しました。今年度は年度計画通り 4 月、6 月、8 月、

10 月、12 月、2 月の定期開催に加え、次年度の人事異動及び管理者の交代に関わる説明

の場として 3 月に臨時の保護者会も開催しました。保護者同士の交流の機会であると共に、

施設や法人からの各種報告、保護者の皆様からの意見や要望の聞き取りをしています。 

○今年度は保護者からの要望を受け、保護者会の後に利用者が普段行っている作業の体験を

してもらう機会を作りました。詳細は“2-1-3 保護者会の活性化”にて記載のとおり。 

○4 月～5 月にかけ、個別支援計画の保護者面談を行いました。来所することが出来ない事

情のある保護者については、電話での説明、家庭の様子の聞き取りを行いました。 

 

◇3-11 第三者評価結果 

○利用者調査は入院中の 1 名を除き、所属 20 名中 19 名から回答を得ています。結果の総

合評価として、「満足」の回答は 78.9%（大変満足 31.5%、満足 47.4%）でした。 

○全体の評価講評＜良い点＞ 

 ①広報誌や SNS での情報発信、自治会との交流行事などの地域貢献活動 

 ②敷地内の山の自然を守る活動を利用者とともに行っている 

 ③販売できない規格外品のしいたけやきくらげを特別給食として提供している 

○全体の評価講評＜改善が望まれる点＞ 

 ①法人の中期経営計画を踏まえた事業所独自の中長期計画（３～５年）の立案 

 ②取組中の人事制度の見直しを通して、職員の意欲を更に引き出していくこと 

 ③保護者の要望を取り入れながら、保護者会を活性化していく取り組み 
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2025 年度 かがやき事業報告 
 

施設長 小木曽 文典 

はじめに 

今年度は１名のご利用者が入所されました。毎日楽しそうに休まずに通所されています。 

今年度ダリア園は４０周年を迎えることが出来ました。テーマを“感謝と未来と”とし、それに合わせ

新しい企画を計画し実行しています。体験者の人数がそれほど多くありませんでした。次年度以降は周

知を早めに行い多くの方の参加を促します。今年度、特に好評を得たのはダリアジェラートです。６種

類の味を季節に合わせ販売し、見た目も良く味もおいしいとお客様からとても評判が良かったです。 

ダリア園は、酷暑の為花が育たず８月１日より９月３０日までの期間、再入園措置を行っております。 

今年度は、法人でダリア園プロジェクトを立ち上げ各施設の職員に集まっていただき、４０周年を記念

するダリアフェアなどの検討を行いました。ダリアフェアでは、ダリア園会場ではダリアファッション

ショーを企画し、希望ご利用者はダリアファッションショーに参加をしました。観覧者は笑顔になり、

ご利用者はそれ以上の晴れ晴れとした笑顔で、ランウェイを歩いていました。西園会場では、町田ダリ

ア園とお付き合いのある団体などに声をかけ、物産展を開催しました。両会場合わせ１５００名のお客

様にお越しいただき、盛大にフェアが行われました。例年に比べ多くのテレビやラジオで取り上げてい

ただきました。来園者数は、１４，４６９名でした。 

本年度、当施設をご利用されていた 2 名の方が、亡くなられました。 長年にわたり一緒に過ごしてき

たご利用者が亡くなられたことは、とても悲しいことでした。この件に関し、ご本人が発していた微細

なサインや、痛みの訴えを早くに気づく事ができませんでした。これからは、ご利用者のいつもと違う

という些細な変化を感じ取ることを大切にできるようにしていきます。 

 

１．施設経営状況報告 

 ◇1-1 利用者数、出勤率 

    ４月 1 名入所 

   １０月 １名退所（ご逝去のため） 

    １月 １名退所（ご逝去のため） 

   在籍者数  ７８名（生活介護事業 2７名 ・ 就労継続支援Ｂ型 51 名） 

   出勤率   87.0％（生活介護事業 83.3％ ・ 就労継続支援Ｂ型 90.6％） 

    ※2025 年度出勤率 87.7％（生活介護事業 82.4％ ・ 就労継続支援Ｂ型 92.9％） 

 ◇1-2 職員数、有休取得率 

職員数 44名（支援職 常勤換算 あい 13.4  きぼう 8.8） 

１名育休中  

離職率 1９％（9名） 

有休消化率 61.0％  

    （2025 年度消化率 65.2％） 

 ◇1-3 就労会計 

就労事業 2026年度  2025年度 

草 花 販 売 収 入 4,843,395 5,377,875 

花 壇 管 理 収 入 3,714,000 3,596,000 

売 店 事 業 収 入 3,447,983 2,686,627 

請 負 事 業 収 入 200,980 168,860 

ダ リ ア 園 券 売 事 業 収 入 5,456,041 5,068,080 
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そ の 他 の 収 入 1,834,095 1,765,820 

合 計 19,496,494 18,663,262 

                             （昨年対比+833,322 円） 

◇1－4 工賃（数値目標） 

  13,311,250円 （昨年度 14,032,500円） 

    工賃  日給750円 

 本年度実績  12,543,750円   増・減  ＋494,625円 

        昨年度実績  12,049,125円 

  賞与  夏期賞与を支給しました。 

      本年度実績 10,000円    総額 7675000円 

      昨年度実績 20,000円    総額 1,485,000円 

      ※きぼうの平均工賃（上半期） 15,945 円 （昨年度 16,738 円） 

 ◇1-5 給付収入、委託収入   

月 日数 生活介護 就労継続支援Ｂ型 合計 

４月 22日 8,467,991 8,516,639 16,984,630 

５月 20日 7,798,816 7,759,711 15,558,527 

６月 22日 8,542,703 8,483,479 17,026,182 

７月 22日 8,290,499 8,418,583 16,709,082 

８月 20日 7,389,306 7,297,957 14,687,263 

９月 20日 7,482,899 7,755,479 15,238,378 

10月 23日 8,480,279 8,656,978 17,137,257 

11月 19日 7,216,920 7,209,726 14,426,646 

12月 20日 7,274,818 7,814,391 15,089,209 

1月 20日 7,500,271 7,593,573 15,093,844 

2月 19日 6,989,986 7,252,087 14,242,073 

3月 21日 7,966,231 8,202,974 16,169,205 

合計 248日 93,400,719 94,962,117 188,362,296 

昨年 248日 93,467,640 95,128,612 188,596,252 

                            （昨年対比  ▲233,956） 

◇1-6修繕実績（実績ベース） 

  洗面台修理２ヶ所 ６９，８５０円 

 農機具６台   １２０，８５０円 

 木花エアコン    ５，５００円 

 雨水管漏水    ５８，３００円 

 埋設配管漏水   ７０，４００円 

 厨房機器３カ所 １０５，７９８円 

 給湯器       ５，５００円 

 １階ドア    １３７，９４０円 

◇1-7助成金 

     ハンマーナイフ  ４３０，４５５円（かみつぐ助成金） 

     チェーンソー    ７０，６６９円（かみつぐ助成金） 

◇1-8固定資産になる物品等 

     ハンマーナイフ  ４３０，４５５円 
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     パソコン７台 １，３２６，２３０円 

     冷凍ショーケース １１３，０８０円 

 

２．重点項目に関する報告 

 ◇2-1 ダリア園４０周年事業を行います。 

  （１）多くの方にダリア園にお越しいただける企画を考えます。 

     ダリア球根植付体験、たけのこ堀体験などの体験企画を計画しました。１０月にはダリアフ

ェアをダリア園会場及び四季彩の杜西園会場にて２日間に分け行いました。初日は雨天の為

お客様の人数も少なかったですが、２日目は晴れ両日で約１５００名の方にお越しいただく

事が出来ました。ダリアフェアのメインでもあったファッションショーはとても盛り上がり、

ご利用者に笑顔があふれ主人公になる場となりました。 

     その他にも、チラシ作成会社の変更、ダリアジェラートの販売、ダリア球根カタログ裏表紙

への掲載、ダリア手ぬぐい（ラ・マノ制作）販売、フォトスポットの設置を取り組みました。 

     体験 

      球根植付体験 ２名 

      たけのこ堀体験 ２組８名 

      ダリアフェア 約 1，500 名来場 

◇2-2 活動を通して地域の活性化を図ります。 

  （１）様々な体験活動を提供します。 

     今年度初めてダリア球根植付体験を行いました。球根植付を希望された方には年間パスポー

ト進呈、開園前及び開園中のガイドツアー付としました。一般のお客様１名、職員家族１名

の参加でした。 

     たけのこ堀体験も初めて取り組んだ体験になります。１０名ほどの方が体験をして下さって

います。近隣にお住いの親子（小学生）が多かったです。その他にも、ダリア切り花体験を

行いました。毎年来ていただいているお客様には、今までやっていなかった取り組みをして

くれて嬉しい。販売している切り花ではなく、自分の好みでダリアが切れるのはワクワクす

ると、喜んでいただける機会となりました。 

（２） 地域の清掃活動を行います。 

販売部門が中心となり毎週月曜日に防犯パトロールを行いながら、ゴミ拾いを行いました。

近隣の方々から、声をかけていただく事もあり、防犯パトロールが定着をしてきました。ま

た、生活活動でもボランティア活動と称し、地域清掃を行いました。清掃活動は、室内部門

も運動をしながら取り組むことが出来ました。 

 ◇2-3 利用者自治会 

     ２か月に１度ご利用者に検討をしていただく場を設けました。４月にはハッピーかわせみ市

役所販売に行ってみたいとの声か上がった為、今まで長い期間栽培部門で行っていたハッピ

ーかわせみ市役所販売に、部門毎出店できるようにし、初めて体験するご利用者も満足そう

に帰って来られていました。また、話をしている最中、ご利用者は生き生きとされている様

子でした。しかしながら、下半期は２回しか開催できなかった為、次年度は毎月固定日を決

めて取り組みます。 

      ４月 今年度やってみたいことは？ 

      ６月 一泊旅行はどうだった？ 

      ８月 お祭りでやりたいことは？（食べたいものは？） 

     １１月 ダリアフェアの振返り 
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      １月 来年度旅行は何処に行きたい？ 

 

◇2-4 働きがいのある職場づくり 

     常勤職員１名嘱託職員３名の退職がありました。室内部門の職員が退職しています。コミュ

ニケーションを積極的に取り、シフト会や、職員会議の議題などで様々な意見交換の場を設

け、職員の意見に耳を傾けていきます。 

 ◇2-5 人権尊重と虐待防止の意識の徹底 

     法人の主催する虐待防止研修を受講しました。また、ニュース等で報道のあった虐待案件な

どを終礼等で伝え、情報共有を図り虐待防止に努めています。 

◇2-6 四季彩の杜計画を見据えたダリア園のサービス向上（昨年度引き続き） 

四季彩の杜協議会に参加をし、情報共有を行っております。酷暑の為、ダリアの咲き具合も

芳しくなく、８月１２日～９月３０日の期間再入園措置を取らせていただいています。 

ダリアジェラート販売、ダリア球根植付体験等新しい取り組みにも力を入れ、取材も積極的

に受けました。 

 

★ 町田産ダリア“名前を付けよう”  

   “つむぎ” 人首（ひとかべ）様  町田市在住 

１８４件の申し込みがありました。 

★ 入園者数 

  １４，４６９名（昨年度１２，４４７名） 

★ ダリア球根植付体験 

   ２名の参加がありました。 

★ 年間パスポート 

       ５３名（昨年度６８名） 

★ テレビ 

Ｎｅｗｓモーニングサテライト（TV 東京：7/4 放送） 

TTV・NOW（多摩テレビ：７/13～7/16 放送） 

ぶらり途中下車の旅（日本テレビ：7/19 放送） 

グッド！モーニング（TV 朝日：10/8 放送） 

ニュースーン（NHK：10/14 放送） 

スーパーJ チャンネル（TV 朝日：10/21 放送） 

 

 

３その他の報告 

◇3-1 就労 

（１）室内部門 

 ご利用者が出来そうなことは、極力自分でやっていただこうという職員の気持ちに変化が生

まれてきた１年でした。特に、ダリアフェア前後から少しづつ意識が変わってきました。室

内作業のみならず、休耕地で栽培をしていた大根の草取り、間引きなどを行いました。１１

月上旬には、立派な大根を花菜で販売することが出来ています。 

 また、外に出る機会を増やし、ゴミ拾いにも出かけています。外に出ることによって季節を

感じたり、様々な方とのふれあう事が出来ました。 
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 普段職員が行っている事を、ご利用者にしていただく事で、ご利用者同士協力し合う場面が

増えてきています。 

（２）生活部門 

 自分で行う活動、清掃ボランティアを行いました。かがやき周辺の清掃を行ったり、野津田

公園の清掃を行う事が出来ました。清掃を行った後は、ご利用者自身が好きな飲み物を買い、

休憩を行い想像していた以上に皆さん積極的に参加してくださいました。 

 お昼ご飯を買いに行こうでは、栄養の勉強をした後、徒歩で近隣スーパーなどに行き、自分

たちの食べたいものを購入し食事をしました。買った満足感や買って来たものの自慢、味の

報告など、嬉しそうにしていました。 

4 月 山ちゃん体操 62 名 

5・6 月 清掃ボランティア 60 名 

7・8 月 食育 60 名 

９・10 月 ファッションショー制作 54 名 

１１・１２月 交通安全教室 52 名 

１・２・３月 お昼ご飯を買いに行こう 50 名 

（３）栽培部門 

ダリア園ブランドの土を作り販売をし始めました。「お花の土」は土づくりベテランのご利用

者とあまり経験のないご利用者が協力して作り上げ、販売をしています。虫などが出てくる

土ですが、農薬などを使っていない肥料たくさんの土という事で沢山売れているようで、お

店への補充や追加の制作にもとても意欲的に取り組まれています。 

ダリア園４０周年の取り組みの一つとしてベゴニアの無料配布をおこないました。年齢を配  

慮し室内作業に移っていたご利用者にも、室内でベゴニアの手入れをしていただき、お客さ

んからもとても好評でした。 

頑張ろう会や、お疲れ様でした会を開催し、外出や外食をし皆で楽しめる機会も提供してい

ます。 

（４）資源活用部門 

     ダリア園４０周年行事としてのたけのこ堀体験、恒例のブルーベリー摘み取り体験等を通し

て、お客様と接する機会を持ちました。また、花壇管理を行っていると、様々な人たちから

声をかけられ、ご利用者も満足そうに作業をされています。 

     雨の日などは、室内で職員のタイムカードを作成したり、パンフレット折をしたりと、事務

作業を行いました。 

（５）販売部門（木花・花菜） 

定着した防犯パトロール（ゴミ拾い）を通じて地域の方々と挨拶を交わすことが当たり前と

なってきました。 

特に、１０月は平日もお客様が多くいらっしゃり、とんでもなく忙しい日が続きましたが、

ご利用者もレジを打ち、品物を袋に入れ、蕎麦の洗い物をし、一生懸命取り組みました。皆

で協力して乗り越えられたことに達成感を味わう事が出来ました。 

ご利用者が出来ることは、出来るだけ自分たちでしていただくようにしています。 

（６）ダリア部門 

     今年度はダリアの球根を多く４０％程度（例年は２０％弱）入れ替えました。その為、昨年

度よりもきれいに咲きました。また、球根を新しくしたため、球根も多く育ち、球根販売用
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も 1.3 倍位多く取る事が出来ています。 

     今年の夏も暑く、ダリアに影響は出ています。今までいなかった暖かい地域の虫が発生し、

消毒も種類や回数など手探りで行いました。花はきれいに保つことが出来ました。 

     ダリア園専従職員も暑さ対策として、日陰で休憩時間を多めに取り、水分補給を行う事で、

熱中症になる事もなく、携わる事が出来ています。 

◇3-2 余暇活動 

    一泊旅行は３班に分け行いました。茨城県にある“いこいの村涸沼”に宿泊し、大洗水族館、

JAXA を見学しました。ゆったりとした時間配分であったり、３班それぞれの特性に合わせ

た行動が出来ました。また、入所以来初めて旅行に参加した利用者もいましたが、職員の心

配をよそに、みなと共に行動することが出来ました。ご利用者も楽しそうに過ごされていま

した。 

    もちつきを全員で行いました。もちつきをするにあたりご利用者８名が中心となり、どのよ

うな担当が必要なのかを話し合い、計画、準備、振返りを係として行う事が出来ました。事

前にポスターを作り周知をし、当日は、利用者全員がお餅つきをしている写真を撮ったり、

順番になったご利用者を呼びに行ったりすることが出来、係になったご利用者はとても自信

がついた様子でした。 

 ◇3-3 委員会の報告 

●衛生委員会 

４月 衛生委員会とは 5 月 腰痛対策 

6 月 熱中症・食中毒・感染症について 7 月 快適な睡眠術（不眠・SAS・労働生産性） 

8 月 歯と口の健康を守る 9 月 生活習慣病に取り組もう 感染症について 

１０月 交通事故予防 １１月 職場巡視 

１２月 感染症について １月 花粉症について 

２月 ハラスメントについて ３月 振り返り 

・ 職員会議にて、衛生委員会の内容を周知し、施設環境改善の意見募り、改善や修繕等に反

映させました。 

・ 嘱託医に相談のある職員には時間を設け相談に乗っていただきました。 

●送迎委員会 

・ ２ヶ月に１回開催し、送迎ドライバー、添乗員との情報共有を行い、改善点などあれ

ば改善を行いスムースな運行を心掛けました。 

・ 運転手は体調による物損事故がありました。体調を整えてから乗車するよう、また、

出発前職員が体調不良と判断した時には乗車しない様に周知をしています。 

●給食委員会 

・ 毎月、委託業者（日清医療食品）の栄養士と情報交換等を行いました。 

・ ご利用者の状況に合わせ、個別対応食を提供しています。 

●保健衛生委員会 

・ 体重測定を行い体重の変化に気を付けています。大きな体重の変化があったご利用者

には、保護者、代理人に報告しています。 

・ 引き続き訪問歯科での歯科治療を行っています。２６名のご利用者が登録をしていま

す。内、１名はこころみのご利用者もかがやきにて治療を行う事が出来ています。 

     ●防災委員会 

・ 緊急ポーチの中身を、一泊旅行に合わせ確認しています。 

・ 避難訓練は、避難場所にて体調不良者を確認し感染症を想定した訓練を行っています。 
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・ ３月には BCP に基づいた避難訓練を行いました。かがやき前の道路が工事をしてい

るなど想定していなかったことが起き、車いすのご利用者が避難しきれないという事

態がありました。振返りを行い、想定外の事が起きることも想定して避難が出来るよ

う今後訓練を重ねていきます。 

     ●美化委員会 

・ 事務所の机の上が雑になっている事が多々見受けられました。その都度、声掛けを行

うと共に、片付けを行っています。 

・ 訪問カットも担っていますが、月に２日本門カットの日を設け、理容師との調整を行

いながら希望者の散髪を行っています。登録者数は４１名です。 

     ●研修委員会 

日時 研修内容 主催者 

7/10～12 新任研修 まちだ育成会 

7/4 虐待防止研修 まちだ育成会 

8/20 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 東京都福祉保健財団 

8/29 感染症について（かがやき職員） かがやき保健医療委員会 

10/29 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 東京都福祉保健財団 

1/29 強度行動障害支援者養成研修（実践研修） 東京都福祉保健財団 

1/30 摂食指導の基礎・基本 まちだ育成会 

2/12～13 東京都サービス管理責任者実践研修 公益財団法人総合健康推進財団 

3/7 改めて考える「ダリア園」の必要性 日本ダリア会 

 ◇3-5 リスクマネジメント 

      

事故 ヒヤリハット 合計 

19 件 13 件 32 件 

   内訳 

 
月 

事故 ヒヤリ 合計 
他害 怪我 転倒 その他   

４     2 2 
５ 1 1  １ 1 4 
６    1  1 
７  1  1  2 
８ 3    1 4 
９     2 2 
10      0 
11    1 1 2 
12 1    3 4 
1 1   1 3 5 
2  1  1  2 
3 1   3  4 
計 7 3 0 9 13 32 

     

    【事故】 

・ 11 月、外出時、服薬（アレルギー症状の緩和薬）忘れ。東京都報告。 

・ ３月、ご利用者が他のご利用者に指示を出したところ、指示を出したご利用者に対し

て叩いてしまった。怪我は無し。 
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    【車両事故】 

・ 朝、送迎に出発した直後、対向車と接触。すぐに警察に連絡をし対応。当施設車両右

側面と、対向車右ミラーにの接触。怪我人なし。 

・ 軽トラックでダリア園内を走行。左折しようとした所一輪車が置いてあり、一輪車を

引いてしまい一輪車が荷台の下敷きになってしまった。怪我人なし。 

 

【ヒヤリハット】 

・ 送迎車でご利用者を送り所定の場所で下車をしたところ、他の車と接触をしそうにな

ってしまった。 

・ 外出時、公園で食事を摂っていた所、地面に落としてしまったおむすびを、草が少量

ついていたにも関わらずそのまま食べてしまった。 

 

 

 ◇3-6 実習生、ボランティア 

月 実習生受け入れ先 

４  

５ 町田の丘学園中等部３年生（１名） 

一般（１名） 

６ 八王子南支援学校高等部２年生（１名） 

薬師中学校支援級 3 年生（1 名） 

町田の丘学園高等部２年生インターンシップ（1 名） 

７ 町田の丘学園高等部３年生（１名） 

町田の丘学園高等部２年生インターンシップ（1 名）×２回 

８ 大妻女子大学社会福祉士実習（1 名） 

フェリシア子ども短期大学（１名）×２回 

９ ヒューマンアカデミー専門学校（1 名） 

町田の丘学園中等部１年生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（２4 名・３日間に分かれ） 

10 町田の丘学園高等部３年生（１名） 

11 町田の丘学園高等部３年生（１名） 

山崎中学校２年生職場体験実習（１名） 

町田の丘学園高等部２年生（１名） 

12 町田の丘学園高等部２年生（１名） 

 

1 ｱﾙﾌｧ福祉専門学校社会福祉士実習（１名） 

町田の丘学園高等部２年生（2 名） 

2 町田の丘学園高等部１年生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（２名） 

和泉短期大学（２名） 

3  

・ 毎週木曜日、１名ボランティア（かがやき） 

・ 随時３名ボランティア（ダリア園） 

 

 ◇3-7 地域貢献、地域交流（祭り、講習会、など） 

木花のご利用者が中心となり、毎週月曜日地域の防犯パトロールを行っています。また、室内部
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門でも清掃に出かけるようになりました。よく木花に来てくださるお客様から声をかけて頂けた

りしてくださいます。 

前年に引き続き、東京オレンヂのご利用者を社会復帰の練習の場として受け入れを行っておりま

す。 

７月には、日本ダリア会主催の研修会をかがやきにて開催いたしました。ダリア栽培関係者が集

まり、“耐暑性ダリアについて”を議題に、今後の栽培方法などを議論しました。ダリア関係者に

町田ダリア園も見ていただき、滅多にない機会を提供することが出来ました。 

1 月には東京都保全地域がもたらす心身のやすらぎ効果に関する調査が近隣で行われました。森

林と車道を歩き血圧や心拍数を測るという調査でした。約８０名のか方々が参加をされ、かがや

き１階部分を測定場所として提供をしました。ほとんどの方がダリア園を知らず、また、かがや

きが障がい者施設であることも知っていなかった為、少し説明をしながら頭の隅に入れておいて

いただくようにお伝えしました。 

前述にもあるように、ダリアフェアを開催しました。２日間開催という事もありましたが、例年

を上回る人に来ていただく事が出来ました。 

 

 ◇3-8 家族会 

４，６，９．１１，１．３月家族会に参加しました。法人からの情報や施設での情報をお伝えして

います。 

 

 ◇3-9 実地指導監査報告 

   ● 勤務体制の確保等 

     勤務体制確保のため、月ごとに勤務表を作成し、従業者の勤務状況を明らかにすること。 

     （ダリア園に勤務する職員の記載漏れの為） 

   ● 訓練等給付費の算定 

     目標工賃達成指導員配置加算について、適切に算定を行う事。 

     （ダリア園に勤務する職員の記載漏れの為） 

   すぐに、改善状況を報告。 
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2025 年度 にじ(共同生活援助) 事業報告 

施設長 角川 勝由貴 

はじめに 

2025 年度より町田市社会福祉協議会よりグループホーム「カブス」が移管され新たに「にじブル

ー館」として４名のご利用者を加えスタートしました。全員がまちだ育成会の日中活動施設をご利

用されていることもあり、ご利用者もご家族も移管されたことを心配もされることなくお変わりな

く生活を送られました。しかし、4 月に総勢 20 名でスタートしましたが、下半期に入ると 1 人の

ご利用者から重篤な病が発見され年明けに他界されました。そのため、現在は 19 名となっており

3 月より新しい入居者選定のプロジェクトが立ち上がっています。 

 

1 施設運営状況報告 

◇ 1-1 利用者数 

レッド館   定員 7 名（現員 7 名：男性 7 名 女性 0 名） 

オレンジ館  定員９名（現員 8 名：男性 6 名 女性 2 名）              

ブルー館   定員 4 名（現員 4 名：男性 2 名 女性 2 名）   

2026.3.31 現在 

 

◇ 1-2 職員数、離職率、有休取得率 

職員数 19 名 

施設長                 1 名 

サービス管理責任者         １名 

世話人               4 名（常勤換算 4.2） 

生活支援員            14 名（常勤換算 8.2） 

               

離職率 32％ 

 

職員採用   ６月  １名採用 

       ９月  1 名採用 

 11 月  2 名採用 
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◇ 1-３給付費収入 

  2025 年度   2024 年度  

 国保連 都加算 月合計 国保連 都加算 月合計 

4 月 4,158,723 1,125,894 5,284,617 3,110,139 978,174 4,088,313 

5 月 4,246,865 1,182,665 5,429,530 3,183,546 1,038,775 4,222,321 

6 月 4,156,771 1,127,586 5,284,357 3,170,708 980,023 4,150,731 

7 月 4,287,404 1,163,859 5,451,263 3,243,511 1,028,528 4,272,039 

8 月 4,296,045 1,162,533 5,458,578 3,213,665 1,048,553 4,262,218 

9 月 4,164,892 1,142,810 5,307,702 3,159,463 989,095 4,148,558 

１０月 4,290,035 1,173,029 5,463,064 3,275,502 1,011,488 4,286,990 

１１月 4,125,809 1,140,943 5,266,752 3,172,818 978,174 4,150,992 

１２月 4,126,723 1,239,716 5,366,439 3,268,654 1,015,107 4,283,761 

１月 3,990,775 1,127,478 5,118,253 3,229,231 1,032,105 4,261,336 

２月 3,672,636 961,198 4,633,834 2,937,531 920,212 3,857,743 

３月 4,083,180 1,154,280 5,237,460 3,338,770 1,024,631 4,363,401 

合計 49,599,858 13,701,991 63,301,849 38,303,538 12,044,865 50,348,403 

 

◇ 1-4 修繕実績 レッド館 食器洗浄機 

       オレンジ館 浴室乾燥機 

 

◇ 1-5 助成金：該当なし 

 

◇ 1-6 固定資産になる物品等：ノートパソコン 2 台 

 

2 重点項目に関する報告 

◇2-1 ご利用者の人権を尊重した支援 

・常に、ご利用者の声に耳を傾け、ご利用者の人権を尊重し、一人一人の生き方に合った（一人一人

の希望に沿った）、生きがいを感じて頂ける支援を行いました。又、日中活動施設で一生懸命働き、

活動をされ帰って来た時にゆっくりくつろげる施設運営を行いました。 

・虐待や身体拘束が無い、笑顔があふれる暮らしの場を作るため「人権チェックリスト」等を利用し、

虐待の目を排除しています。虐待防止、身体拘束に関する研修を職員全員が受講しています。 

 

◇2-2 生活面における支援 

・ご利用者の夢や希望が叶えられるようご本人やご家族と話し合いを重ね、わかりやすい個別支

援計画を作成しました。下半期より面談時に「一人暮らしの希望があるか」についても聞き取り

を行い希望があれば個別支援計画に反映するようにしています。 

・日中活動施設との連携を深め、充実した支援が出来るよう情報の共有を図りました。昨年度に

引き続き支援会議「GH 情報交換会」を行い情報共有し個別支援計画にも反映させております。 

・ご利用者の休日の過ごし方が充実するように要望を聞き取り、社会参加が出来るよう移動支援 

を利用し外出等の充実を図るとともに、にじ職員と一緒に外出等も行いました。 
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・健康管理を徹底し、様子の変化や体調の変化を見逃さず、素早く受診などの対応をしました。

定期通院についてはは確実に受診しました。 

 

◇2-3 職員の責務  

  ・ご利用者本位のサービスを提供致しました。 

・常にご利用者の個性を尊重し対話する時間を多く設けました。 

・中期経営計画に基づき、次のグループホームや短期入所の増設に向けスペシャルラーニング（e

ラーニング）を活用し、支援及び技術の向上を図りました。 

・３つのユニットが平等かつ同水準のサービスを提供することが出来ました。３つのユニットの

連携による情報の共有や交流を図ることで支援や業務に生かしました。特に申し送りノートや

SNS を利用してご利用者の配慮事項や病気やケガの時の速やかな情報共有や、予定変更やショ

ートステイ対応の注意、それ以外でもトイレ詰まりの対処法まで昼夜を問わず、情報共有や指示、

アドバイスがされました。 

・誕生会やクリスマス会などのイベントはユニットごとですが同じよう開催しました。 

 

◇2-4 資源を無駄なく活用し、経費の節減、リユース、リサイクルにつなげます。  

資源を無駄なく活用し、経費の節減、リユース、リサイクルを積極的に行いました。特に食品

ロスをなくし節水、節電を行い経費の節約に努めました。また、日本キリスト教団南町田教会様

より野菜の寄贈、㈱カーブスジャパン様よりフードドライブ活動の一環として食品を寄贈して頂

きました。 

分別を徹底しリユース、リサイクルに努めました。また、昨今の物価高騰、熱光熱費も大きく

影響を受けました。節約も一段と注意はしましたが追いつかずご利用者の負担も増えました。 

 

◇2-5「緊急一時保護事業」の実施：「緊急一時支援事業運営規程（育成会版）」 

保護者の要望も高かった暮らしの不安を解消する一つの事業として、緊急時に一時的な受け入

れ先として、オレンジ館内に１床設置しています。公的なサービスの利用がかなわないときや、

特殊な事情がある場合など、ご家族の緊急時にお預かりするものです。日中活動施設の「日中一

時支援事業運営規程（育成会版）」と暮らしの場の「緊急一時支援事業運営規程（育成会版）」に

より、両方の事業が協力することで、安心と安全、不安の解消に繋げています。2025 年度のご

利用はありませんでした。 
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3 その他の報告 

◇ 3-1 利用者支援 

余暇活動（行事） 

 レッド館 オレンジ館 ブルー館 

４月 誕生日会   

５月 誕生日会 誕生日会 BBQ 大会 誕生日会 

６月 東京都議会選挙 

７月 誕生日会  誕生日会 

参議院議員選挙 

８月 
 

誕生日会  

９月 避難訓練 誕生日会 

避難訓練 

避難訓練 

 

10 月  誕生日会  

12 月 クリスマス会 クリスマス会 

誕生日会 

 

１月 初詣 

誕生日会 

初詣 初詣 

２月 豆まき 

誕生日会 

避難訓練 

豆まき 

誕生日会 

豆まき 

誕生日会 

町田市長、市議会議員選挙 

３月  ひな祭り 

誕生日会 

ひな祭り 

誕生日会 

 

〇青年学級への参加 

   ・ひかり学級：4 名参加  ・公民館学級：2 参加名   

 

〇余暇活動（移動支援の利用） 

月に一回ほど週末や祝日に移動支援を利用して、ガイドヘルパーさんと外出しています。 

事前に相談し行先を決めてみんなその日を楽しみに色々なお土産を買われ自慢されていまし

た。 

 

  〇選挙の投票 

   2025 年度は多くの選挙が行われました。 

   東京都議会選挙 6/22・参議院議員選挙 7/20・町田市長、市議会議員選挙 2/15、不在者

投票などを利用し、ご利用者の 6 割程が投票されました。 

 

〇食事の提供 

・ 食材を㈱ハーベストヨシケイ事業部様より食材を調達し施設内で職員が調理し、手作りで朝

食と夕食を提供しました。 
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・ 休日の昼食はご利用者と相談しながら職員が買い出しをして作り提供しました。時には各自

食べたいお弁当やパンや飲み物を購入しご自身で会計をして昼食を取りました。また、みん

なで外食に行く日もありました。 

・ オレンジ館の庭には大きな桜の木があり、桜の咲いた時は庭にテーブルを出し花見をしなが

らランチを食べました。 

・ レッド館もオレンジ館も近所に出来た食堂にみんなで散歩をしながら出かけて行きランチを

頂きました。 

・ ㈱カーブスジャパン様のフードドライブや南町田教会様の野菜の寄贈などの食材の寄付を頂

き日々の食事に役立てることが出来ました。 

 

〇健康管理 

・ バイタルチェック（血圧・体重）：毎週 1 回実施しました。 

・ 検温：毎日実施しました。 

・ 服薬支援（管理）：服薬ミスが無いよう慎重に管理しました。服薬カレンダーで 2 日分をセ

ットし、毎回の処方を管理しています。落薬をしてしまう方には目視による服薬の確認も行

いました。塗布薬や点鼻薬、点眼薬の介助を行いました。 

・ 通院支援：職員による通院同行を行いました。また移動支援による通院同行も行いました。  

 

〇保健衛生 

・ 感染症対策として館内の消毒や帰宅時等、手指の消毒等の徹底を図りました。 

・ 定期的にシーツ洗濯をし、布団干しや乾燥機による布団乾燥を行いました。 

・ 月に 1 回、体重・血圧測定を行いました。 

・ 毎日入浴し、毎日各自洗濯されました。乾燥機も天候やアレルギーに応じて使用しています。 

・ 居室の清掃は各自が行いますが、職員と一緒に行い、行き届かないところは通所中などに職

員が行いました。 

・ 季節の変わり目にはエアコン清掃を行いました。 

・ ご希望により各居室のエアコン清掃を専門業者に依頼しました。 

 

〇金銭管理 

・ ご家族からお預かりしている金銭は各自のお財布とは別に保管管理し、日々のお小遣いなど

の支出は記録（個人の出納帳の記入及び領収書）して、ご家族に報告しました。 

 

〇その他 

・ ご家族や近隣からの苦情はありませんでした。 

・ 人権に関する職員の啓発の取り組みとして、「人権の擁護、侵害と虐待防止チェックリスト」

を用いて、人権や虐待の振り返り、未然の防止に活用しました。2026 年 3 月実施 

・ 感染症 BCP の基づく研修や訓練を行いました。 
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♢3-2 職員研修 

研修名 参加人数 

7 月 法人内初任者研修 1 名受講 

７月 法人内研修「町田市の虐待」  講師 障がい福祉課有田さん ２名受講 

７月 令和７年度障がい者虐待防止・権利擁護研修 東京都福祉保健局 1 名受講 

10 月 健康推進財団 労務管理研修 1 名受講 

１１月 「スペシャルラーニング」による感染症 BCP に基づく研修 8 名受講 

１１月 動画研修「障がい者虐待防止法の概要、身体拘束の適正化の推進」 7 名受講 

1 月 令和７年度強度行動障害支援者養成研修(実践研修) 1 名受講 

2 月 動画研修「障がい者虐待防止法の概要、身体拘束の適正化の推進」 7 名受講 

 

♢3-3 会議  

〇職員会議 

毎月第４火曜日に開催しました。ご利用者個々の健康状況や通院情報、余暇の過ごし方や季節

ごとの衣料や寝具などの注意点など情報共有し、支援に活かしました。 

 

〇グループホーム情報交換会 

    ご利用者の通う施設の職員、とびらの職員、にじの職員、本部職員による、にじご利用者の個

別支援計画の情報交換、ショートステイご利用者の支援の課題や改善点などについて話し合う

と共に支援に反映しました。 

 

   〇地域連携推進会議 

             2025 年度より義務化されたグループホームと地域の開かれた関係を構築する会議を 2 月１

９日に開催いたしました。参加者は理事長、施設長、事務長以下にじのご入居者、入居者のご

家族、地域の関係者、福祉に知見を有する方をお招きし７名の参加で協議と意見交換をしまし

た。協議内容としましてはにじの事業及び活動報告、町田市の指導監査の報告を行い続いて意

見交換を行いました。入居者ご家族から「オレンジ館に入居しているが和気あいあいと自由に

過ごさせてもらっている。必ず職員がいてくださる環境はとても安心。自分の住んでいる地域

では障がいのある子を親から離す環境がなかったがうちが入居したことで地域の方々の意識も

変わってきた。」というご意見や地域の関係者からは「ブルー館の居室は暖かいが入浴後着替

える場所は寒く、ヒートショックが心配。」などの指摘を頂きました。会議後に暖房器具を取

り付けて対応をしています。ご入居者からは「ご飯がおいしい。量も満足。風邪もひかず毎日

通所できている。」などの意見が出ました。 

福祉に知見がある方からも「ブルー館は他法人から移譲されて１年経たないが、ご入居者が

落ち着いて暮らせているのは通所施設と同じ法人が運営している安心感が大きいと思う。高齢

化で大変だと思うので社協などの福祉サービスもどんどん使ってほしい。」などのご意見を頂

きました。また、ご家族から「入居後病気になった時はどうなるのか？」というご質問もあり

ました。 

     事業者側からは高齢になった時のサービスの利用の仕方や今後、医療との連携の在り方など
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のお話をさせていただきました。会議後、施設見学をされ終了しました。 

 

♢3-4 リスクマネジメント 

レッド館 

ヒヤリハット アクシデント 事故 

件数 1 件 0 件 1 件 

オレンジ館 

ヒヤリハット アクシデント 事故 

件数 2 件 0 件 0 件 

   レッド館の事故は服薬に関するもので東京都と町田市に報告しています。 

  

♢3-5 家族会 

家族会としての会議は開催しませんでした。 

 

♢3-6 地域交流 

   それぞれのユニットの自治会のイベントに参加しオレンジ館は餅つき大会、レッド館は焼き芋

の会、ブルー館は自治会避難訓練に参加しています。 

 

♢3-7 町田市実地指導 

    ６月 24 日(火)に、にじとクレヨンレッド館について町田市の実地指導が行われました。 

実地指導での指摘事項は 1 つで「感染症の発生またはまん延を防止するための必要な措置を講

じられていない。」と言うことで「感染症の予防及びまん延の防止のための指針」を作成し、

改善報告をいたしました。 
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2025 年度短期入所（ショートステイ） 

クレヨンレッド館・クレヨンオレンジ館 事業報告 
施設長 角川 勝由貴 

はじめに   

2025 年度は 2024 年度に引き続き感染症のクラスター等の影響を受けることなく順調に稼働する事

が出来ました。グループホームのニーズの高まりと共に、将来に向けての体験としてショートステイの利

用は常に多く、若い世代のご利用者も増え高い利用率で推移しました。また、家族レスパイトや高齢化し

たご家族の入院等に対応してサービス利用も増えました。中期経営計画のグループホーム及びショート

ステイの新設に向け今後一層まちだ育成会が担う役割を明確にし、支援技術を向上させ、ニーズにお応え

したいと思います。 

 

 1 施設経営状況報告 

◇1-1 利用者数・利用率 

クレヨンレッド館（定員 1 名） 対前年比 101.2％ 

クレヨンオレンジ館（定員 1 名）対前年比 99.8％    両施設合計 対前年比 100.8％ 

 2025 年度レッド館 2024 年度レッド館 2025 年度オレンジ館 2024 年度オレンジ館 

利用日数 利用率 利用日数 利用率 利用日数 利用率 利用日数 利用率 

4 月 50 83.3％ 47 78.3% 48 80.0％ 45 75.0% 
5 月 50 80.6％ 50 80.6% 44 71.0％ 30 48.4% 
6 月 50 83.3％ 44 73.3% 50 83.3％ 46 76.7% 
7 月 47 75.8％ 44 71.0% 43 69.4％ 48 77.4% 
8 月 49 79.0％ 49 79.0% 45 72.6％ 48 77.4% 
9 月 46 76.7％ 47 78.3% 43 71.7％ 40 66.7% 

10 月 47 75.8％ 46 74.2% 49 79.0％ 49 79.0% 

11 月 48 80.0％ 48 80.0% 46 76.7％ 50 83.3% 

12 月 48 77.4％ 48 77.4％ 44 70.1％ 46 74.2% 

1 月 47 75.8％ 44 71.0% 36 58.1％ 46 74.2% 

2 月 45 82.0％ 42 75.0% 42 75.0％ 45 82.0% 

３月 41 66.1％ 49 79.0% 48 77.4％ 46 74.2% 

合計 568 77.8％ 558 76.4% 538 73.7％ 539 73.8% 

                ※2025 年度レッド館・オレンジ館合計利用率 75.8％ 

                   ※2024 年度レッド館・オレンジ館合計利用率 75.1％ 

◇1-2 職員数、離職率、有休取得率 

（1） 職員数   10 名（にじ兼務）  

施設長         1 名 

サービス管理責任者  １名(兼務) 

生活支援員 レッド館   常勤換算 5.6  オレンジ館  常勤換算 5.6 

離職率 17％ 
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◇1-3 給付費収入 

 2025 年度レッド館 2024 年度レッド館 2025 年度オレンジ館 2024 度オレンジ館 

国保連 都加算 国保連 都加算 国保連 都加算 国保連 都加算 

4 月 386,065 98,508 281,171 105,421 284,698 106,122 220,223 102,549 

5 月 391,042 100,203 331,281 105,340 283,046 95,664 173,424 64,467 

6 月 376,279 100,447 304,079 89,965 307,532 110,241 257,104 103,062 

7 月 359,107 94,926 284,206 96,475 272,742 99,268 282,213 107,181 

8 月 388,241 95,233 342,735 100,412 283,067 93,998 276,656 105,191 

9 月 362,812 91,675 339,129 98,181 271,866 92,565 243,513 84,975 

10 月 352,739 97,558 303,235 98,046 331,860 97,029 277,541 105,959 

11 月 397,959 96,662 319,542 103,198 305,874 95,534 311,036 100,933 

12 月 380,588 96,053 341,979 102,689 280,568 95,598 262,527 101,374 

1 月 388,940 91,287 341,562 92,952 232,697 76,854 284,831 103,560 

2 月 331,236 79,114 332,968 82,500 268,481 89,823 303,189 92,200 

３月 276,095 84,936 369,616 100,430 316,287 96,339 306,762 100,243 

合計 4,391,103 1,126,602 3,891,503 1,175,609 3,438,718 1,149,035 3,199,019 1,171,694 

 5,517,705 5,067,112 4,587,753 4,370,713 

クレヨンレッド館  対前年比 108.9％       クレヨンオレンジ館 対前年比 104.8％ 

施設合計 ￥10,105,458 対前年比 107％ 

 

2 重点項目に関する報告 

◇2-1 ご利用者自身の生活する力や能力を発揮して頂き、「楽しみながら共同生活する」を目指し支援いた

しました。その為に通所施設と連携し専用の情報提供シートを作り日中施設でどの様に過ごされているの

か、クレヨンではどのように過ごしたいか、目的に配慮しながら支援を行いました。にじのメンバーと共

に大勢で楽しく生活できるよう支援しました。若い世代のニーズにお応えし Wi-Fi 環境も整え、スマホや

タブレット等をご持参され楽しまれる方も増えました。また、にじのイベントに一緒に参加され、楽しま

れた方もいらっしゃいました。 

 

◇2-2 ご家族のニーズに応じ入浴やトイレや着替え、歯磨きの介助や見守りなどのサービスを提供しまし

た。ご利用者のご家族もそれぞれの要望をもっていますのでニーズに対応しながら人権やプライバシーを

尊重し支援しました。 

・健康に配慮した食事の提供を行いました。 

・検温の実施、服薬、軟膏の塗布など健康管理を徹底しました。 

・ご利用者の相談、要望を聞き、必要に応じて助言を行いました。 

・洗濯や洗濯物の片付けの支援を一緒に行いました。 

 

◇2-3 感染症対策として感染症 BCP に基づく研修と訓練を行い、ご家族の利用ニーズに考慮しながら

利用予定を組み、平均利用率は目標の 70 パーセントを達成しました。 
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  3 その他の報告 

 ◇町田市の実地指導について 

町田市実地指導が６月 24 日(火)ににじとクレヨンレッド館、12 月９日(木)にクレヨンオレンジ館

で行われました。クレヨンレッド館はにじと共通するもので指摘事項は 1 つで「感染症の発生また

はまん延を防止するための必要な措置を講じていない。」と言うことでしたので「感染症の予防

及びまん延の防止のための指針」を作成し、改善報告いたしました。 

クレヨンオレンジ館につきましては２つの指摘事項があり、「利用者の人権の擁護、虐待の防止

等のため、必要な体制の整備を行なえていない。」という指摘で１名の職員の虐待防止研修が完

了していませんでした。指摘後速やかに研修を受講して頂き改善報告を致しました。もう１つは

「感染症対策及び非常災害対策の業務継続計画を策定し、業務継続計画に従って必要な措置が

講じられていない。」と言うことで速やかに「非常災害対策の業務継続計画に基づく研修」を行

い、改善報告を致しました。 
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2025 年度 とびら(忠生地域障がい者支援センター)事業報告 
センター長 宮城 加奈子 

 

はじめに 

今年度は法人内異動があり、職員数 1 名減でスタートしました。また、年度途中での退職、異動があ

り、業務の引継ぎや新たな信頼関係の構築を図ってきました。職員の業務バランスも変化し、新たな環

境に馴染むまで、各々が少しずつ負担を増やしながら取り組んでくれました。 

障がい者支援センターの事業については 10 年目を迎え、プロポーザルの年であり、応募しました。

改めてこの 10 年の業務を振り返り、今後の業務内容について障がい福祉課と協議を進めました。 

とびらとしては、加算の取りこぼしがない様に職員間で確認、声掛けし合っています。 

ひかり相談としては 2 年目に入り、知識の積み上げをしています。医療に密接しているので、これま

での相談分野での知識だけでは足りない部分を、職員全員が意欲的に学んでいます。 

 

１施設経営状況報告 

◇1-1 利用者数 

➣相談支援を利用している障がい者等の内訳（新規） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 計 前年度 

身 体 障 が い 者 18 10 4 2 5 5 44 54 

重 症 心 身 障 が い 9 5 0 0 0 1 15 9 

知 的 障 が い 32 16 22 12 10 11 103 112 

精 神 障 が い 62 32 21 19 22 20 176 166 

発 達 障 が い 2 0 0 1 1 1 5 9 

高次脳機能障がい 2 1 0 0 0 1 4 2 

そ の 他 4 1 0 0 0 1 6 8 

合 計 129 65 47 34 38 40 353 360 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計  

身 体 障 が い 者 3 2 １ 0 1 5 56 100 

重 症 心 身 障 が い 0 1 0 1 0 0 17 32 

知 的 障 が い 12 ３ 9 13 6 11 157 260 

精 神 障 が い 11 17 7 18 13 18 260 436 

発 達 障 が い 0 0 0 2 0 2 9 14 

高次脳機能障がい 0 0 0 0 0 1 5 9 

そ の 他 3 2 1 5 1 1 19 25 

合 計 29 24 19 39 21 38 523 876 

➣支援方法（延べ数） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 計 前年度 

訪 問 22 26 14 15 24 30 131 183 

来 所 40 22 28 19 15 20 144 146 

同 行 7 10 6 1 7 4 35 33 

電 話 96 59 119 79 93 76 522 479 

メ ー ル 1 0 0 0 2 0 3 3 
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個 別 支 援 会 議 3 8 6 4 4 3 28 34 

関 係 機 関 103 63 45 41 37 32 321 315 

そ の 他 2 0 0 0 1 0 3 1 

合 計 274 188 218 159 183 165 1187 1194 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 前年度 

訪 問 28 14 16 30 18 21 258 356 

来 所 17 16 11 25 18 35 266 273 

同 行 6 1 3 4 1 2 52 69 

電 話 78 75 70 70 60 76 951 1096 

メ ー ル 0 0 0 0 0 5 8 5 

個 別 支 援 会 議 2 3 1 3 4 5 46 61 

関 係 機 関 16 21 59 24 32 44 517 696 

そ の 他 0 0 0 0 1 0 4 2 

合 計 147 130 160 156 134 188 2102 2558 

 

➣窓口における申請･お問合せ件数 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 計 前年度 

来 所 170 153 128 181 268 129 1029 944 

電 話 88 137 72 70 89 71 527 462 

合 計 258 290 200 251 357 200 1556 1406 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 前年度 

来 所 158 144 150 100 151 214 1946 1909 

電 話 74 77 91 83 73 73 998 1028 

合 計 232 221 241 183 224 287 2944 2937 

 

◇1-2 職員数、離職率、有休取得率 

管理者：1 名 

職員数：7 名（常勤換算 5.2 ※管理者除く） 

離職率：12.5％ 

 

◇1-3 給付収入、委託収入 
 

障がい者支援センター 

（受託事業収益） 

 とびら 

（計画相談支援給付費収益） 

4 月 2,521,244 円  4 月 488,561 円 

5 月 2,521,244 円  5 月 388,146 円 

6 月 2,521,244 円  6 月 376,155 円 

7 月 2,521,244 円  7 月 432,048 円 

8 月 2,521,244 円  8 月 388,342 円 

9 月 2,521,243 円  9 月 172,876 円 

10 月 2,521,244 円  10 月 439,590 円 

11 月 2,521,244 円  11 月 378,062 円 

12 月 2,521,243 円  12 月 260,860 円 
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1 月 2,521,244 円  1 月 160,799 円 

2 月 2,521,244 円  2 月 220,857 円 

3 月 2,521,243 円  3 月 275,414 円 

合計 30,254,925 円  合計 3,981,710 円 

（2024 年度 29,843,325 円）     （2024 年度 2,669,738 円）        
   

ひかり相談 

（受託事業収益） 

4～6 月 1,025,500 円 

7～9 月 1,025,500 円 

10～12 月 1,025,500 円 

1 月～3 月 1,025,500 円 

合計 4,102,000 円 
 
 

◇1-4 修繕実績 

該当なし 

 

◇1-5 助成金 

該当なし 

 

◇1-6 固定資産になる物品等 

該当なし 

 

２重点項目に関する報告 

 ◇とびら  

●地域生活支援拠点としての役割 

・地域生活支援拠点の相談機能として、『緊急対応・予防プラン』の作成を進めています。 

 職員会議で緊急対応・予防プランの作成の必要がある方の抽出をしました。 

（各自 1 名ずつ継続して作成中） 

●計画相談支援事業の安定 

・相談員の入れ替えがあり、ケースの引継ぎをしながら担当数の調整をしました。モニタリングや

計画作成の進捗状況を互いに声を掛け合いながら進めました。加算の見落としがないよう、本部と

連携をして確認をしました。 

  町田市個別避難計画の作成 

2025 年度から市内全域で計画作成の優先度の高い対象者の個別避難計画の作成が開始されま 

した。とびらの利用者の中から 1 名依頼があり、作成しました。 

 

 ◇忠生 SC 

  ●プロポーザルの対応 

  ・障がい者支援センターの業務内容について振り返り、来年度からの業務委託を受けました。 

業務内容の変更について障がい福祉課と協議しました。 

●地域連携会議の実施と課題抽出 

地域会議の実施により、各関係機関等が抱えている課題を抽出しています。 

抽出した地域課題や情報については、以下のフローチャートの流れで報告をしています。 
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凸凹ネットワーク（相談）では、多機関にわたる家庭への支援の増加、施設等の空き情報の共有、

当事者も含めた高齢化への対応と介護保険の知識不足、緊急対応先の確保などの課題が挙げられ

ています。毎年度、計画相談事業所の閉鎖、縮小があり、特に介護保険からの参入してきた事業

所については、資金等の面から事業継続の難しさを感じています。 

GH 凸凹ネットワークでは、空室情報の情報発信、地域連携推進会議の進捗状況、人材育成につ

いての課題が挙げられています。各 GH にご協力をいただき、GH 空き情報システムを構築。相

談支援事業所と共有して活用を始めました。来年度以降、町田市全域の GH に広めていく予定で

す。 

      （まんまる）ネットワークでは、初めて通所施設に声をかけ、互いの事業所を知るところから

始めています。高齢化、重度化、また状態の変化によって通所が出来なくなっている方への支援、

人材不足、物価高騰などが挙げられ、就 B 分野では工賃向上への課題、生活介護では余暇活動の

工夫や不登校だった方の卒後の支援の困難さについて共有している。 

他エリアからの参加希望もあり、各事業所単体では得られない情報や解決できない悩みなどがあ

ることが分かり、少しずつエリアを超えて展開しました。 

   

 

 

  ・凸凹ネットワーク（相談支援事業所：10 事業所）：年３回実施 

①8 事業所参加（忠生市民センター） 

②8 事業所参加（zoom） 

③8 事業所参加（zoom） 

  ・GH 凸凹ネットワーク（GH：24 事業）年 3 回実施 

   ①15 事業所参加（zoom） 

   ②11 事業所参加（zoom） 

   ③11 事業所参加（zoom） 

  ・      （まんまる）ネットワーク（就 B・生活介護：22 事業所）：年３回実施 

   ①20 事業所参加（zoom） 

   ②15 事業所参加（zoom） 

   ③17 事業所参加（ひかり療育園） 

 

 

 

 

 

忠生エリアネットワーク会議 

忠生エリア NW 会議 

SC 連絡会（障がい福祉課/各 SC/子ども発達支援課） 

町田市相談支援部会 町田市施策推進協議会 

地域課題抽出フロー 
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    凸凹ネットワーク：まちだ福祉○ごとサポートセンター忠生の事業説明/8050 問題/緊急対応 

    GH 凸凹ネットワーク：GH 空き情報システムの構築/新規 GH の情報 

          （まんまる）ネットワーク：通所施設の情報共有/高齢化/人材不足/物価高騰/工賃向上/余

暇支援の工夫 

 

 

・他機関開催の地域連携会議にも積極的に参加しました。 

  ・〇ごとサポートセンター忠生との連携を図りました。 

  ●スキルアップと知識の共有 

  ・様々な研修情報が入ってくるので、積極的な参加を促しました。 

  ・研修後は、事業所内会議を通し、知識の共有化を図りました。 

  ・事例検討（SCSV）：年 1 回 障がい福祉課と年度末に開催。 

 

◇ひかり相談 

● 高次脳機能障害の理解と相談スキルの向上は、職員が積極的に研修に参加しました。南多摩高

次脳機能障害支援普及事業協力施設連絡会では、専門的な知識や視点を学ぶことが出来ました。

また、東京都高次脳機能障害支援養成研修を 1 名受講しました。 

● 高次脳機能障害支援事業の認知と促進については、「町田市関係機関等連絡会」を通して、高次

脳機能障がいの理解を深めています。年 2 回「福祉講座」を実施しました。多摩丘陵リハビリ

テーション病院が主催の「in 町田」に参加し、新たな関係性の構築を行ないました。 

● LINE ビジネスの導入で情報発信を開始しました。当事者、ご家族に LINE の登録、利用方法

について説明をして、必要に応じてレクチャーしています。講演会や学習会などの情報も発信

することが出来、家族会に情報発信が出来るようになりました。また、LINE での相談や問い

合わせもでき、連絡がしやすくなりました。 

 

３その他の報告 

◇3-1 職員研修（研修実績） 

開催日 内 容 開催機関 

4/11 SC 間研修 町田市 

5/28 相談支援専門員 SV 説明会 東京都 

6/20・23 補装具研修 東京都 

6 月初旬～8 月下旬

（4 日間） 
相談支援専門員現任研修（1 名） 東京都 

6/27 相談支援研修 町田市 

7/4 虐待防止研修 法人 

7/25 手当・税研修 町田市 

7/31 補装具展示会研修 東京都 

9/8～1/30（7 日

間） 
相談支援専門員初任者研修（1 名） 東京都 

9/26・10/30 強度行動障害支援者基礎研修 東京都 

9/26 ～ 10/10 ・ 高次脳機能障害支援養成研修（基礎研修）1 名 東京都 

地域課題の抽出 
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12/9 

10/23 ・ 28 ・

11/18 
SC 窓口研修 町田市 

12/2 SC 精神科研修 町田市 

1/8・27・28 サービス管理責任者実践研修  

1/20・30 強度行動障害支援者実践研修 東京都 

12/5 地域共生社会における障がい者事業所の役割 法人 

12/16～26 BCP（感染症）研修 SP 

1/22 SC インテーク研修 町田市 

2/24 SC 事例検討研修 町田市 

12/5～20・2/9 高次脳機能障害支援養成研修（実践研修）1 名 東京都 

  

◇3-2 事業所内会議の開催状況 

（1）職員会議：月 1 回開催（第４水曜日） 

（2）ケース会議：月 1 回開催（第３水曜日） 

（3）窓口会議：月１回開催（第１水曜日） 

（4）調査会議：月１回開催（第２水曜日） 

  月 1 回の会議を行なうことで、情報共有が図れていて、職員間の業務の進捗状況の確認がで

きています。 

  毎日朝夕でミーティングを行い、情報共有をしています。職員の情報の標準化が図り、その

日のケースの動きや対応について確認しています。 

 
◇3-3 リスクマネジメント（ヒヤリ、事故） 

    該当なし 

     

◇3-4 主なご意見 

  特になし 

 

◇3-5 実習生、ボランティア（実績報告） 

    該当なし 

 

◇3-6 地域連携（会議、講習会、など） 

開催日 内 容 

6/27・10/7・

1/28 

町田市特定相談支援事業所連絡会 

5/22・6/18 

7/22・8/26・

12/2・1/23 

町田市相談支援部会 

（ワーキング作業を含む） 

5/26・9/29・

2/24 

忠生エリア凸凹ネットワーク 

6/27・11/11・

1/26 

忠生エリア GH 凸凹ネットワーク 

7/29・11/11・ 忠生エリア      ネットワーク 
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3/19 

7/16・9/17・

1/21 

地域の専門機関との情報交換会（忠生第一・第二高齢者支援センター・

〇ごと） 

2/28 まちされん実践交流会 

5/23・9/12 忠生地区協議会 

12/15 重層的支援会議 

 

４高次脳機能障がい相談支援事業について 

高次脳機能障がい者の支援事業は当事者、ご家族の相談支援を実施するとともに、医療機関、就

労生活支援センター等の関係機関との連携を図り、高次脳機能障がい者が地域で自立した日常生

活及び社会生活を営む事ができるように支援する事を目的とします。 

① 個別相談 

電話、面談、訪問等での個別相談を実施します。 

相談方法 電話 来所 訪問 カンファレンス その他 

件数 56 件 10 件 3 件 1 件 8 件 

相談者 本人 家族 関係機関   

人数 19 名 32 名 36 名   

② 高次脳機能障がい者のグルーピング運営、家族会のサポート 

ひかりサロンを年13回実施します。高次脳機能障がい者と家族が集い、プログラムに参加し、

リハビリや相談支援を行います。 

日付 内容 当事者 家族 外部スタッフ 

4月16日 話し合い、茶話会 6名 3名  

5月21日 音楽療法 4名 5名 音楽療法士(MT) 

6月18日 音楽療法 5名 6名 音楽療法士(MT) 

7月16日 創作活動 3名 3名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

8月20日 音楽療法 3名 4名 音楽療法士（MT） 

9月17日 音楽療法 3名 5名 音楽療法士(MT) 

10月15日 創作活動 6名 4名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

11月19日 清掃活動 6名 8名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

12月3日 創作活動 6名 7名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

12月13日 年末パーティー 5名 5名  

1月21日 創作活動 5名 7名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

2月18日 創作活動 5名 8名 多摩丘陵リハビリ病院（OT、ST） 

3月4日 外出活動 6名 6名  

 

③ 関係機関との連携 
・南多摩高次脳機能障害支援普及事業協力施設連絡会（年10回実施） 

毎月第三火曜日 オンラインにて実施。宮城、田後が参加。  

・町田市高次脳機能障がい関係機関等連絡会（年3回） 

   ７月 11 日（金）15：00～ 25 事業所参加 

11 月 14 日（金）15：00～ 25 事業所参加 

2 月 13 日（金）15：00～ 26 事業所参加 

関係機関が出席され、事例検討、情報交換等を行ないました。 
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・専門職との連携 

   南多摩高次脳機能障害支援センター、多摩丘陵病院（OT、ST）、音楽療法士（MT）など

と連携を図り、多角的な相談支援を行いました。 

    

④ 広報、普及啓発活動 

市民を対象に、高次脳機能障がいに関する講演会を実施。高次脳機能障がいの理解を深め、よ

り適切な支援について学ぶ機会を提供する。 

・福祉講座（年 2 回） 

10 月 4 日（土）14：00～16：00 町田市民ホール第 4 会議室 

宗未来先生【後天性脳損傷による高次脳機能障害のアンガーマネジメント～心理学的なこ

ころの持ちようと周囲の支え方～】 参加者 42 名 

2 月 6 日（金）18：30～20：30 町田市民ホール第 4 会議室 

長谷川幹先生【障害のある人を軸に地域づくりを】 参加者 32 名 

     ・医療と福祉 in 町田 

      3 月 25 日（木）に開催。就労について情報提供、関係機関の連携を図りました。 
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2025 年度 ひかり療育園事業報告 
 

                              園長 小林 佳寿美 

はじめに 

 今年度は４月に町田の丘学園から１名と障がい者支援センターから入所相談の 2 名、7 月にご家族

からの入所相談により 1 名、２月には２名のご利用者が入所され、合計 6 名のご利用者が増えまし

た。その一方で長く通所されていたご利用者３名と他施設へ入所された１名が退所されました。長く

通所されていたご利用者は進行性疾患や体調不良により長期療養をされている方でした。 

 ひかり療育園の建て替えに向けて引っ越し準備を始めるために、地域への施設貸出は９月で一旦休

止をしましたが、活動場所を探すことに苦慮されている団体が多くあったため、１２月から貸し出し

の再開をしました。また、ご利用者が長く過ごし慣れ親しんだ園舎の建て替えの前に、施設での宿泊

体験を行いました。これは、災害時に帰宅困難になった際に園舎で宿泊すること、短期入所を利用す

るための練習を目的とした体験としました。日中活動施設において、ご利用者の夜間の様子を知るこ

とができたことは職員にとって貴重な経験となりました。将来の展望としては、ご利用者の 1 泊旅行

へ繋げられる取り組みにしたいと思っています。ご利用者の活動では、3 グループに分け、ご利用者

の得意なことや好きなことを見つける支援、園芸活動を通じて季節の食べ物（ゴーヤやさつまいも）

や花の栽培をすることで自然に触れる体験、身体機能の維持や体力をつけるための支援などを行いま

した。ひかりサークル第２弾（土曜日活動）を開催し、５月には美術工芸館と共に東京都スポーツ大

会（フライングディスクとボウリング部門）に参加しました。初体験のご利用者がほとんどでした

が、それぞれに楽しまれていました。 

 一年を通してご利用者、職員共に新たな試みを多く実施した年となりました。外出先の幅も広が

り、ご利用者の笑顔がたくさん見ることができる企画となりました。引き続き、たくさんの体験や経

験ができるような活動、外出を行えるような支援を考えていきます。 

 

１施設経営状況 

 ◇1-1 利用者数、出勤率 

    在籍者数  45 名（生活介護事業 25 名）うち長期欠席者４名 

 入所者：4 月３名 

 7 月１名 

 ２月２名 

          退所者：４月１名（ご逝去のため） 

 ６月１名（ご逝去のため） 

 ９月１名（ご逝去のため） 

 10 月１名（施設入所のため） 

          登園率 80.1％ 

  

◇1-2 職員数、有休取得率 

職員数 15名（常勤換算13.6） ６月から産前休暇より復帰１名 

    入職：６月１名 

    退職：３月１名 

    異動：１０月１名（忠生地域障がい者支援センターへ） 

専従ドライバー 4月より3名入職 １２月１名 退職 

有休取得率：40.3％ 
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 ◇1-3 就労会計 

     該当なし 

 ◇1－4 工賃（数値目標） 

     該当なし 

 

 ◇1-5 給付収入、委託収入 

 生活介護 

給付費 36,012,810円 

サービス推進費 0円 

補助金 22,500,000円 

合計 58,512,810円 

  

◇1-6 修繕実績 

    浴室個浴等設置工事 925,100 円 

    ボイラー室水漏れ修理 49,500 円 

    ハイエースサイドミラー修理（2 台分） 24,420 円 

    循環ポンプ水漏れ修理 53,680 円 

     

 ◇1-7 助成金 

    該当なし 

 

２重点項目に関する報告 

 ◇2-1  心身の健康維持、増進の充実 

11 月下旬に新型コロナウィルスの感染にご利用者５名、職員３名、インフルエンザにご利用

者１名、発熱のため欠席されたご利用者が２名と欠席者が多数出ました。電話にて各ご家庭

に状況確認を行いました。重度障がい者が多くいるひかり療育園ですので、感染症の流行季

節には、手洗い、手指消毒、マスクの着用を呼びかけ、感染対策の再確認をしました。 

専門職員（PT、OT など）からは、食事の摂取状況や身体機能の維持（歩行や姿勢の保持な

ど）に向けての取り組みのアドバイスをいただき、ご利用者の支援を行いました。 

 

◇2-2 活動プログラムの見直し 

    ひかり療育園の建て替え後を見据え、5 月より 3 グループ制での活動を始めました。運動グ

ループ、園芸・創作グループ、音楽・癒しのグループに分かれ、1 か月の予定を作成し活動

を行いました。運動グループは散歩や身体機能維持、体力をつけるための活動を、園芸、創

作グループは季節の野菜（ゴーヤ、さつまいも、里芋など）を植え、収穫から調理、実食を

ご利用者が体験しました。調理経験があるご利用者には包丁で野菜をカットする役割を行っ

ていただき、炒める体験は電気コンロを使用し車椅子のご利用者にも安全に配慮しました。

また、今年度も ICT 活動の講師を招き、ICT 機器を使った支援のアドバイスをいただきご利

用者の活動に取り入れました。（パソコンでの視線入力やハンドサッカー体験など） 

 

◇2-3 支援、介助スキルの向上 

     ひかり療育園の建て替えに向けて、ヒバの木の個別浴槽を導入しました。将来も在宅生活を

続けるご利用者を対象にし、ご家族了承のもと入浴介助を行っています。入浴介助方法も専
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門の講師の指導を受け、職員の介助スキルの向上も目的としました。 

     また、高次脳機能障がいについての基礎研修を職員 5 名が受講し、ご利用者の支援を考える     

     よい機会となりました。 

 

◇2-４ ご利用者に寄り添った個別支援計画書の作成 

ご利用者、ご家族のニーズや要望を丁寧に聞き取り、個別支援計画書を作成しています。個

別支援計画書はご利用者の誕生日月に更新をしていますが、面談の方法については、ご家族

の高齢化も進んでいるため、日程調整の際に電話での面談、家庭訪問、来所のいずれかを事

前に確認する必要性があると感じています。 

  

◇2-5 サポートし合えるチーム作り（全員活躍） 

    活動を小グループ化したことで、チーム内でのコミュニケーションが増え、相談しやすい状

況になりましたが、チームを超えた引き継ぎのコミュニケーションは不十分でした。解釈の

違いが見られたため、引き継ぎの方法や職員の意識の持ち方を確認することが大切と感じて

います。 

 

◇2-6 町田市美術工芸館との連携 

５月には東京都スポーツ大会に一緒に参加をしました。6月には町田市美術工芸館のご利用

者の永年勤続表彰式にひかり療育園が参加しました。美術工芸館のご利用者の多さに圧倒さ

れている様子でしたが、交流の場が増えるよいきっかけとなりました。 

 

３その他の報告 

◇3-1 活動プログラム 

     5 月には初めて東京都スポーツ大会に参加しました。フライングディスク部門とボウリング

部門の 2 種目に参加し、ご利用者の新たな一面を発見する機会となりました。活動での練習

を継続して取り入れていきます。また、６月には災害時や短期入所の練習のための宿泊体験

を行いました。約２０名のご利用者が参加され、通い慣れた場所での宿泊ということもあり、

落ち着いて過ごされていました。夜間帯の支援方法についても、職員間で考える機会となり、

この先施設での一泊旅行を計画するための参考になりました。 

     音楽の活動では、中途障がいのご利用者を中心にバンドを結成し、活動内で発表をしました。

また、ひかりルールの麻雀はご利用者からも好評でした。 

 

 ◇3-2 余暇活動 

     今年度は、建て替えに向けての引っ越し準備があるため、曜日外出を中心に行っています。

８月には初めて長津田カエデウォークへの買い物に行きました。広々とした場所で、車椅子

のご利用者もゆったりと買い物を楽しんでいました。９月はカラオケ館に行き、スィーツを

食べながらのカラオケを楽しみました。今年度は初体験の場所への外出が多く企画されまし

た。たくさんの体験、経験ができるように今後も計画をします。 

 

 ◇3-3 委員会の実施 

委員会名 内容 

虐待防止、危機管理委員会 

（法人） 

ヒヤリ・アクシデント・事故の取りまとめ、分析。施設長へ提案・意見

具申。 

虐待防止の為の検討など支援現場の向上に努める。 
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人権チェックリストの作成、分析、苦情の相談窓口、対応。 

研修委員会 研修の情報案内、報告書の取りまとめ、内部研修の準備、人財育成を意

識した研修計画の立案 

保健・医療委員会 新型コロナウィルス感染症対策・予防（手洗い・消毒）の徹底 

体重測定、健康診断の取りまとめなど 

美化委員会 掃除計画、備品の発注取りまとめ、備品管理、掃除道具確認、大掃除計

画 

魅力発信委員会（法人） 広報誌（がっしゅうこく）の発行、ひかり療育園パンフレットの作成 

インスタグラムの投稿 

災害対策委員会（法人） 防災訓練の計画、実施。防災備蓄の準備、管理。 

苦情解決・人権擁護委員会 苦情解決の為の対応を検討、苦情事例の共有化を図る。 

送迎委員会(2 か月に 1 回

開催)(5 月に総会あり)(法

人) 

送迎時間、ルートの決定。運転手、添乗と連絡調整。車両の管理、維持。 

運行日誌の月末締め、送迎利用者の利用状況のまとめ。 

レスパイト 申請書の窓口、ご家庭との連絡調整。月予定の作成 

 

 

  （１） 職員研修 

日時 研修内容 主催者 受講人数 

7/4 虐待防止研修 まちだ育成会 13 名 

6/20・28 災害対策 BCP  14 名 

7/11・14 感染症研修 

スペシャルラーニング感染症ＢＣＰ 

保健、医療委員会（看護師） 13 名 

９月 高次脳機能障がい動画研修 東京都福祉局 5 名 

11 月 強度行動障害実践研修 〃 1 名 

11 月 高次脳機能障がい基礎研修 〃 3 名 

1 月 〃 〃 2 名 

１月 感染症研修 保健、医療委員会（看護師） １４名 

 

◇3-4 会議の開催状況 

会議名 会議の用途 開催頻度 

職員会議 施設の最高決定機関（全体会議） 月１回（第 4 木曜日） 

ケース会議 
ご利用者の支援について多角的に検討する会議（全体

会議） 

月１回（第 2 木曜日） 

行事担当 
業務分担に準ずる。実施日を逆算して、準備、打ち合

わせを行う。 

必要に応じて開催 

委員会 
業務分担に準ずる。事業計画書の役割を実施するため

に、打ち合わせ、検討を行う。 

必要に応じて開催 

２回は最低開催する 

  

◇3-5 リスクマネジメント 

 

 ヒヤリハット アクシデント 

（事故） 

 
ヒヤリハット アクシデント 

（事故） 

４月 
 

５件 10 月 2 件 5 件 

5 月 1 件 8 件 11 月 2 件  

６月 3 件 5 件 12 月 2 件 2 件 

７月 
 

２件 事故：2 件 1 月 2 件 3 件 

８月 1 件 ５件 2 月 3 件 7 件 

９月 4 件 1 件 3 月 5 件 6 件 
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（１） ヒヤリハット 

・本人用物品の取り違え 

・送迎車両乗車中のシートベルト着用忘れ 

・ご利用者がコルク片を噛んでいた 

（２） アクシデント 

・玄関、トイレでの転倒 

・ご利用者の物品の破損や返却忘れ 

・お迎え忘れ 

・昼食代のお釣り返金忘れ 

・外出時のご利用者のお小遣い紛失、返金忘れ 

       →お金に関するアクシデントや同じご利用者のヒヤリ、アクシデントが多くありました。 

        外出時のご利用者のお金の管理、確認方法やご利用者の所在確認の方法についてを 

        職員会議で話し合いをしました。また、ヒヤリ、アクシデントが起こる前の状況に 

        課題はなかったのか、職員の見守り体制はどうだったのかなどの確認をしました。 

（３） 事故 

・送迎車両接触事故 

・ご利用者がトイレから転落、頭を打ち、救急車要請、町田脳神経外科へ搬送。頭部

CT 検査を行い、異常は見られず経過観察となりました。トイレへ移乗後にベルトの

付け忘れが原因でした。 

対応策：トイレへ移乗後、ベルトを付け、便器のサイドバーを下すことを職員間で再

確認しました。 

 

◇3-6 実習生、ボランティア 

今年度は教員免許取得のための介護等体験実習生を多く受け入れました。国士舘大学、日本

大学、日本体育大学等たくさんの大学から実習生が来ました。また、保育士養成学校の実習

生も受け入れをしました。 

受け入れ先 人数/期間 

町田の丘学園３年生 1 名 6 月 （3 日間） 

町田の丘学園２年生親子体験 １名 ７月 （１日） 

介護等体験実習 6 名 8 月 （各５日間） 

介護等体験実習 5 名 9 月 （各５日間） 

介護等体験実習 6 名 10 月 （各 5 日間） 

介護等体験実習 4 名 11 月 （各 5 日間） 

町田の丘学園 2 年生 1 名 11 月 （2 日間） 

介護等体験実習 3 名 12 月 （各 5 日間） 

町田の丘学園 2 年生 1 名 12 月 （2 日間） 

アルファ医療福祉専門学校 2 名 ２月～3 月 （12 日間） 

有明教育芸術短期大学 1 名 3 月 （12 日間） 

桜美林大学ボランティア 1 名 10 月～12 月 （毎週水曜日） 

 

◇3-7 地域貢献、地域交流（祭り、講習会、など） 

近隣町内会等も懇談を行い、良好な関係構築をしていきます。施設貸し出しを継続し、地域

に会議室などの資源を提供していきます。 
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月 貸出団体名 貸出日数 

４月 青年学級、どんぐり太鼓、MC skip、すみれ会、障がい児者を守る会、 

忠生中央町内会、町田ゆいまーる 

10 日間 

５月 青年学級、どんぐり太鼓、きらり、町田ゆいまーる、MC skip、すみれ会、 

障がい児者を守る会 

9 日間 

６月 忠生中央こども会、青年学級、どんぐり太鼓、きらり、町田ゆいまーる、MC 

skip、すみれ会、障がい児者を守る会、わおんひろば 

9 日間 

７月 忠生中央町内会、どんぐり太鼓、青年学級、きらり、町田ゆいまーる、MC skip、 

町田リアン、すみれ会、障がい児者を守る会 

13 日間 

８月 どんぐり太鼓、MC skip、町田ゆいまーる 6 日間 

９月 忠生中央町内会、どんぐり太鼓、MC skip、町田ゆいまーる、きらり、青年学

級、すみれ会、障がい児者を守る会、町田リアン、癒しの会、 

12 日間 

10 月 すみれ会、障がい児者を守る会 2 日間 

11 月 MC skip（2 日）、障がい児者を守る会（2 日） 4 日間 

12 月 どんぐり和太鼓（2 日）、MC skip（2 日）、障がい児者を守る会 5 日間 

1 月 どんぐり和太鼓（2 日）、MC skip（2 日） 4 日間 

2 月 どんぐり和太鼓（2 日）、障がい児者を守る会 3 日間 

3 月 どんぐり和太鼓（2 日）、MC skip（3 日）、すみれ会、障がい児者を守る会 7 日間 

  84 日間 

 

 ◇3-8 家族会 

５月、11 月、3 月に保護者懇談会が開催されました。日々の活動や行事などをお伝えするこ

とで、ご家族に知っていただく機会となりました。また、ご家族に向けて『建て替え説明会

と意見交換』を建築会社（わくわくデザイン）の方同席で行いました。（計３回）ご家族から

は、災害時は安全な場所となるか、車椅子の人が過ごしやすいスペースの確保をして欲しい

などたくさんのご意見をいただきました。また、今年度も夏祭りの参加にご協力をいただく

ことができました。豚汁、バザー品の販売は好評でした。 

 

 ◇3-9 町田市実地指導 

     10 月 30 日（木）に町田市の実地指導が行われました。指摘事項として、虐待防止研修の

受講を送迎委託会社のドライバーや専門職（PT、OT、音楽療法士など）も行うように指導

がありました。改善策として送迎委託ドライバー、専門職の先生には虐待防止における動画

研修を受講していただきました。 

 

４高次脳機能障がい相談支援事業「ひかり相談」との連携 

 

 ◇4-1 関係機関との連携 

     ・町田市高次脳機能障がい関係機関等連絡会（年 3 回） 

今年度は、高次脳機能障がいがあるご利用者を担当に持つ職員へ積極的に連絡会への参加

を促しました。高次脳機能障がいの理解や知識を学ぶ機会となりました。 
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